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7.7 K,f'..シウ＾ ＾祁女尉箭 Viつ、ヽ(‘t 4 

抄、抑八決;t l'.: `‘^ h ぅK I< J')短

§灼瓶町rf t乞~ t"'"!紹';t遺咋 1·

,j : t 1 叫談玲'_ r、-.'、ヽ（様 H t. K 冬t果［つ‘‘（注‘べ 1

t. 柔祇，ミい＂H ｀一 、9i kk- l,へ No. 1 釆戟1L 1ｷ f、 Me心k ぷ1啜 A 炭鹸，、．，｝う 1,,. I(J ~ il) i :[ \I， (I!t叫＼咀

出H,, K 、9

ゼら ~1 lヽ＾情譴： U :,'1 1.-\ざ園ィオ｀／文沢椒tl'e 1-tゞ．，う入れヽら脅，i k 埼揺さか‘’＼な、

tf ‘I I` ＾処辟喝なよ笈‘‘^ t i，オ｀／支殺切祖i t訂う恥 I~ I ’ヽ`’9 C，入t直武偽 Y，し、濯訊，：！ k 

，さいli t-K 炭絨'‘さ，｝うt.. s. 1\;c魯罹＾心戟炉·希 nヽし、 ，1f逍約＾伐絨i 1JU え＇（直瓜ヽ’`i lt t 

渭困立さゼ，t｀, 0 うk t一屯森茫りと囮 L 1 II\ら＇j＼,9／危と去、洛水［森 IIヽt, ` 9卜tミ約 l i沿，iぷ ：；、只

狛揺狂ーーダ‘/Iペ 4 X ン＄k —·\, 9 0[ ~ 100 メ、ソシ 3ヽ｀内位 1 c”‘ ヽトさ 15 c m -ド油 L K L！刈

^ ̀}、\i •K a堵4 1\"し9- tう南；脊 l, tぺ伐＼ v\ 1釦碕（‘‘I仁：／ういt溌桑h i.i, '‘,、,} ；｝八＼'! :? \凶， l k 

1和鏑ぐ湘雌 ·5 ，卜各。

収r,↑ヽ ‘9豹l 淀： ＼濱い斤J 41<,9 勺 L、 A ミ底浪ぉgい’'tシうい 1 ，1ク： 3 、ノ介'-畠i t }, } }さ 4 t .9、i

（い．0吋＾ ＂一，，，ういt 11U ん逍埠屎貸埠l: L て団収 L ` そへil i的 h 心令＇ v ｝汎！和、t;i 91、i; K人

ャ x K 川 K.
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敬狙箭直ば：肛L 和窪国 h イ｀／ネ Iし；役曲惰枡器 l 3“ 人 3 ・曲 l“' l'I油飢'7,, 1, 

ク IL-- 9 ．錢弓亀践咽 x 終K が 1、 1 0 -に印訂数潅、 お¥ If r-J M しさ:L螺t 1l ti＇べ 7p -fr脊器
左用い、 所難さか k tシ'll... 1 e;クシ 1 `/ k フ vヽて r 犠・ X繕 1ヽ ヘ°クト，l- A 測足、甘直ne

＾痕，贔い剋足を訂っt;'

了｀ん［象i濾造うか K 扶縄： iヒI:,ヶャンネ Iし液員祈枡器 k ･ 1 迅足で 1":mokev ＾ホト[.°

- 1 以外•K r僭 1"蔓虻さ小存ガI 7 K 。 ガ＇スブ U ーに切訂数濱 r r 1 大導入ペクl- IL 直只

ぐ H甜 kぃl とじ、し kev tさ且ぢ司 3 乏つ＾に°ーケ釈比 X らか K. ：ハ¢ " •Xe " k ぺ t｀よ ’uへ

L,<. I I. -致 1 る。t,iu.,re I に本し K ように“閲‘iぷ I3‘‘ ず＂卜t、‘¥t知休で莉 1 4 て" -? 

：に闘しかt油尉翫 H "'Cs tいれすと杞え ~h 'J, ~ "'ｷ2 t.~ 1.- ll ず"" 7 p. -泊数惰 K J 

1 ぷh旧詣＾臆逗＾渕足 kx, Lx ＾栽巖＾汲］従りヽ｝ ↓雄説さかt. T̂¥,le. I K ~し K Ri4 
憑

位に長§后 A 1 ，，，うム＾ Riししt ‘"A l 叫I')、町..s l -rt.lb. t, 1), ‘町し（i11， r 9‘町じts l -rバ・ I Cb~) 

、、町5＾はり ‘1しい（ r片i .o1 1 ）畜•ょ u· 1ヽ氾 lM 、 Y) 叫s h tよ＾釦杖釈括えら小す訳｀ vヽず小

ゎ浪似さかな n、っ K 。

且負｀． T 潜ぶ耗武さかな休っ1', ~ Y.. Iざ． 9 ゞ＇I.,'-' 一乞シうム＾知雄ぶ紅哲 1¢ れっt : Y t 
~1'.. if! r-煎贔t禾娩判 m 様出さ小な nヽつf;.
K肴；炭賊、ゞ 'I "Iムを打 おか h‘‘ りi ~l瑶しt渇盾そかやA\ I DC 、'I O ゜んでれっ K 。
収是：‘町1 t.S・＾填知ざtt ^ h t｀あ｀）翡じ爪t ht射椴＾kt ¥1喝走吠（｀きなq＼フr-. t消 Kr 
か 11i mが 1 東 I i<. II)四n/c吋／ 3cc でヽヒ n"肛＆負うし K 渇 k,、t ,1 i K Ii k つ 'I()が＾‘叫んな＾
情t,-..ヽ 1

、ii (.,5d fC K X 1 t息笈tょ、fて:,, ;I¥,, t "'減": k 雑因雌さぢ力 1 応住怜渠戟k け千食剌＾

羨で、呪LCs5 9 ･ ＜姓も『f ＾ゼシi h ̂  il tしt f勺姜Iiiになリす↑＜象すt卜 K ¥、9 羨月 1i↑

h tす蔓口係多［で｀き 1 t ^ と患わか 1.
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認2cs

ニ_• °・ 67 Mev 
132x8 

B6Os 

fl: 0.341. (9う%), o.675 
(7%) MeV 

Y : 0.0672, 0.153, 0.162, 

0.265, 0.335, 0,822, 

l.04, 1,25, 1.41, 2.35, 

2.49, others. 
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18 4 麦担｝本 I“Tb の製立

束紅府兄、大化研 ＼覆．太燐叫繹及朗紅畔、 1月伏正之J °官松桓信

1. I吋，ょ半和期 2.3d,て‘` I芍3祝,~府壌す 5 ．吟んの中枚｝毎 1す打も 、｀iX. Id 物痘的/';.療昧
孫ヽ、原紅支｛あ紅， 叱の準位揖立 Iず殆んとうい碍t•あ a。われわれ lt :札g g凡うか 1てず 3
ため 1: I乍（凶辺） I生3沿反戻｛‘吟い製立見 とく 9：：：召スヘ゜ 7 トル須'l足用の良妙1d紐さ
l乍 5 月的t老：担体介扉成 I, フ，、て検討レ， イオン灸峡戎＼lてよ？て，嘩「足すべき，特果t得 r; 。
2. a.）叫；ダーゲ｀ット判復とレて 110?Nムよ ’I 入手レf-;. f2.I名劣復絲咋µふ（宕
; 7 心）も使肝レ， 5勺／点とレて Ta 箔て・ガパーレた。点がすイクロト a ンと阿t 1J
32M汀メ粒チを z(}、ヴ／喰z の Ta i`”‘アにエネ Iレギーなおとレ／平均電飛ぷ)I-A て．，
約／S 蒔川門部術撃t炉た。 b) 1噂パ虹輝レた試｀出叩J. Iご絡紺レ1)/)wa幻
X i (//J P--.. ,zp()旭ん幽型）の 3よ仮 X Z.() 血¢ 9 ガラムに吸着ーマセfてのちノ トリ 7 レ
ン釦ザC に加痰レフ、、zM o(一オキシイ｀／酪酸fィオン知梗さ行い（アH4,2)ノげ •M
ずた l1 井戸型シンチレーシヲン計教曾f・煮薙曲，線t末｀めた．症維歴度 lt Iパ／今ガ 7 ラ
クシヲンか離の所平舜町1 約 Z,5 狩間｛ある。 C) 煮担煤分離；ィオン交救採i乍 I てtフ
て得クれ rこ 1吋 7 ラクシヲンt皇め .),.Hrl. -i・アII;, えに鰤篇レたのウっ、処立9 X ; （／砂～
:zoo ~J 1-1型），，ガラム (4.0 血 X .Z,“~¢)屯通レ心枯ち咸着ノ斉、蔭剤ふル分離レた。
パ l1 IM緋隊アンモ:::.ウム喀:;/)/)4 t紅でせJり1Fず (Fe 必）去釦和レてJ!'/Jえノ
必OH t'斥（叫 l：共荒？心退I召が離レた．頑 11 ヤ分必レたの項Ha ，こ紐らが
糸じめ嘱 Ha t・戎疵処痙レた如~ /. X ! (/IJ/)~Z(JO 叫‘¢,)“型）のガラム(.2.(J伍 XI,0
磁¢)逗レてたt吸羞餘‘去レた。老：担体にケ潅でれた廿名魚11 ．苫り房農脩佑ドロッ 7•
レツト法に『？てノ頷．＂レたマイラー腹上に森レ須促用餞閑乙した。 . 
3. 1 オン交袋合薙操作における牧率 Iかい足喝的｛あ')J．信．担絆分離救作を令めた化

沼牧率は約f0 尻て•あう。 ずた煮I足用斜済1乍製視i知牧奇 I1 7がれ0 ％と芳ぇクれる。膚
ぅれた須浪厨斜釦涼第能,i／叫哀放／ ｀様和面積 Iする四 X 0，え勿·t'ある＾ ·茎発乾
釦て我危瑾＜叶とめかK すーノ秀I足されたpズベ 7 ~ルのグ搭能ば IIJ/J腐以下のエネ
ルギ•—減fも／ ～る％て｀＇）スベ 7 トロメーダー（衣荷11I型）のグ搭能 1-::J.b:.い。
／舟紅輝剤ょげ囃すうため I: 1 オン女梗呟 1-:. J'~す1 直斧雌辞仕痙封灰化す 9E オ
m如区和u、 n ち\.. ~レ< i幻 U て望ずレ＜ r[ヽ I。丘 Fe 担体の険‘広茨と V て
ェーテル相女戎t旋肯レた＾摩にゲ骨＾戎蒼不けこめ、が凡 ：のオ呟訂乍刃れた詞絣の
9 ズペ 7 トル）す令‘') "ヵ辛tあたえず、 J::.述：の沿陰ィズン女‘夜咳不 Iする刀ヽにすく・れて
II うと方ぇぅれる。力お心象介薙，毎拒体介潅をあわせた所季裔向 Iすよ～ ／剛所て••ある。
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lB5 157 

Tb 

京火エ研

京尺代研

の放身寸化学的碩認

面料に紅た評゜瓜蚤一師
重松極（言沼伏正之、合厨叩袈f

1, I；；ヽ、第 tac Tい辱l町戸素． IげT且／り％） に近ヽ）位置 L ＼め 1;.. ぶ｀~ IS斤丁b とビ屯 l二臼
琴難すら平↑1.. 1̀ 0月の枝楕である。 ば？D1 1な 1;7 ら麟 I~勺―b であ 3 庫ぶわり、つて、）て了
叶直、知¢式七雌かずあるの1.·· IS'/i' Tb の湿入な LI::.'”Tb t琴迄ずる l:.Iなげ7D1 を虹鐸
l, こホを嶺壌書さセ（ヴねl'. l て立謬対するのか‘よ‘’こ先え 5 れる。

IS鳩1 凜縮 1町立元素の組）収
I印tor e Ato-w-<- pve<--'-'’ん̀ 

peYCeす七

Is 2- く 0 、 OL

I S--'I- く 0、 0え

I S-S- 0、 6 7 土 0 、 O5

/~6 玖 o f 0 、 I

／夕 7 /. I 6 O.D タ

/5g 0、g3 0 、 OS`

/60 0 、 3 't 〇`/}$

1"3 

。
d
 

ー

(

g

d
u
1
 

ぇ， 0, だ．N． L．ぷリ入手 L たば欠払g t)恥約：仔

”とd) 7 ーゲ、プトこし 認←戸乙のタン 7 Iし
豆
治パ Iミ｀一＼核研サイク 12 トロ、/ ")" 3 名 S Hav メ粒

戸衝激した (2D~ 2り泊， ＋時間）。
ぷ妥(c<'五） IS7D0 で‘/｀を輩逹＼）必砂吟
応名 /(1'1)～区成メ｀y vた /¥I Hjt-ガ品型 3ダ呵 Xム砂ヂ
のイオン交換塔叩負工に汲肴ざせベーオ午シイツ酪綽酸
0、えぇ心 pH t、 00 87ーc'. （ド）クレンカa i藁）で
疇を行って Di, Tb, 年の忍7 ラク □ ンに分扁
l t:::.。 ミの D] 7 う 7 V3 ンは Gr.M カウンターて砂I ったば肛襲曲線 L N久 I シンチレー芦ン
r- スペ 7 卜 1レオヽら＇祀全に 'r'l D'Jであるミこを確しか麟。 1 た 3',X 3'/ 広 I シンナレ
IO'tl ¥ , - :/ 2 ンカらンダー立国、）で 3 之 7 K詞の『線 I i.. J:__る芝立

疇紅‘IS7 p〗のi紐碍塩碩淀 l 1=-0

｀｛の役炉箇月で｀ ,,7 DO 汀凍羞 l 九後丁bの守マリヤー
(T切 °1／こして 2`) 2 加えて向及イオン文吸；；；烏 □ ヽ）
り 6 c. Tb の 7 う？ y 2 ンち得左（疇磋併 1ま上i:_ I司 C‘)。

90 

o I :t. 3 牛S- 6 7 （勺）

町）了の加襄曲課

lb't ` 
b
 

~
 

(
M
』
3
)
1D 
コ

lo 

Fe 

10 2.0 a, や SO ヽ o

7 千ゞ／戸澤のシ塔筒曲、繰
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D17 ラ 1注ンの西分魯棗麟線、．



これらさ I是'/'j- 2I/ vv'虞型瓜 I 古よび‘江／仇伍 X 3吼仇 M^ I シン分レーシヨン
ヽ

かうンダーで口線わぷび‘ K 、 L 豆哀t注’I足＼て 0~ 7 う？~ ~:ンはダD] で
ぁ 3 2 こを確認した， Tb 7 う 7 v:?. ンは煤(1..捨苔する K. L の X線し這、認、めりれ
ず＇is-1 Dif を渓入しなヽぅ庫を確認 l t：：゜

＼百

け
沿(
g

J
v

>

 

A
0
 

IS'/ 
o'"'Th 

ぷ5fo'1

(
マ
:
J3
)

似kX

^ 
,.  r -.  

IO 功 3b +o 5ー  ‘° （千ヤンネIv) • lo 

泌虹心 7ヽヴ、'1- 1レ1,‘‘のス勺トレ ‘町けの X 絣厄スペ？トル

3. 兄戸終果＇'7 Tb 1か E. C.廂爆のみ｛行う核往で‘Y 線をこ屯なしな元親復である
D｝り叩丘＇冗直射能から 1吋叶虹 l芥仔土／P }こ推定さ水た。このf直が‘才、

応叶知不正確て'‘あるの 1本 L-c.......rな伍の伶今の決定か正確1 2.行 11-わて、）な‘）か 5 ずあ
g 1- 匂／a 這慮．してよ‘)正罹も半激料を得るため吋痰いを行って、ヽる。

2C> 30 '/-0 50 奸ヤンネIレ）

ダ...)()心 W^I.
‘° 70  

吝．
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18 6 高設足色述ぽ訳肛I、王 1 ,l 1以｝しい詞製（第 1釈）
ぶ（f,仁）と五文応訊粁り屁りIJ'--歌

日本万、令ガ研見和＇［ 0 夏日吋人・入野村・梅沢Jん一・叶将芙+-

1. 主旦 ＄況り妓構退を珂氾寸 3 ためら（f,な）反jr に[')'五灰すら殴，皮7Eんと展祖仔

で今為した この五几試料 I1 人辞，かとf3絲 7、ぺ？トロメー｝ーに If]"'-z:.. ~好私 1臭邑ふ人ペ

1 卜 ,v i述1 文レ r it 4 エえ｀＇ゾギー£ c-: a F す正筏に隼太 T 3 ため l み 3 程及収怜広い

に0 しても吸'1 文試秤滋浚，：令｝卜 3 千 1箪発i·旦物＇虹の舟：互）↓＿ b べとケ＜丁 a ょう心 ,c ｷr i.. t 

衣：り文稔斗， 、｀八うでり令二致元よ 4 i 1 7 支換、介＄，0 ： 2 わめて紅絵 9占であ｝子父とて

~. l )r: i避‘T＿ー）年tL I·1 と、閣りJ.ょi勺ガした．

、 2、衝絡わ‘よ c 溢餌 吸締忠叉 HI立げ、 9 /..`  1:  K 玖仏勾と L C 菜!, z30"7 fて

1 ーケ＾-, I· 本 IV r -K 1,豆め込)f--' ケt，グ＇｝ 7• l -,v 柑柑こ＇＼~'i T 今乾対、後タン、ク，v 慕で

霞っ-,_} 洞待ターケ＾..,卜としこ東大原ふ 1亥列す{ Jとトロア z-· ｣/'= 1.,-炉、 lt -衣〇/'A り｛未i牛

,:-·羨為約2-o 活問｝で和繋 L た。＇y叶問令却及令ん製へぅこ＾沢和 L か之広 L ご，）ヽ ca - 1 - V 

材-,' ~れにパ Hq c｛王加え加ぅ箋して滋絆し， 逍表＇）り段 It未外ぅ、／ 1· と・追ひ．土し乙 1 ち

o. o..r~tJ.1)-{ J-1戊森衷 1D,,,..(,: して 3 うへにiりす． こりi於J"" 'I 1ｷ J -,v 唄昨が＇、が解してでさた

戻に物憎が残‘るが放射代 1I 笠硯:h,.,,_. ~て酋文化令りなどとかコえぬす。ミょ<.' とくに加街，ょ後

り加弓遥 7 ラ A り発9包り屎 liJとりさようでみ...
3．料令高 試科 lで殺店ぇ30呵のふ心03 と令むのて一；すIJ己盛カラムー立設ぅ各、為ぅゑ 1こ囀っ

、1

て尺舒今り応王怜玄した． 1J ? A'3 f.. iて｀イオ・ノ SK-1, 井 1ゆ'-辺， 1が初'! X"'む，，，，”な尺泣,:-ト

ll 'l ",v エケ V ーノ．茎気t•• tの 7.7 災にガロぅ塁し） ぅ添＄束 ".,1 /.1紅岐ぉ/.ク・乳穀ァ-1モンぅぶ液と

あうかげめ訓襄しi丈 111 r、隊してぅ昆なし°" l升~, ぅ丸逹 I ↓ I iゞりゴ／:.£,. -z:.. E~ :!c滋畜した． こり

伶i午で•7/ラ A の文喉ぶ吃 0 約 1/2。，、ぷm で•9紐和 3 わJ. 紅駿 1ふ二吃 1みと令むたわアiレガ’Jり

過条'1 で・兒令に加水分祠§しこかうう 1 /I)て H尺翌祖栢て・政，： i t- L てう冬改と詞裟しなすか 1ぶ＼

祠し休、以心り再花，I•生 l1 iく］iし、． こ＂介窃にみた 1, ,()r-1? 01』が溢吐 k 1,’" l 1 M 立政，ご

｝す 1 l K心；り梵験 1上 1ぺ 1,‘ ったりで•, d、りi望溢．の 1也，一ぅ呈ムして拉文しV..森為、ごよ姜 3`

やようえ咽切 HムJぷ：瓦 1S- (f If J叩）¼:)J].. 1:,:ｷ 1 げ＇）滋＄か‘達ぃウて• Hムj 7. .r : Xぬ 4 12.9 ( 

ク H 31  0) I: 11'91 1桑ぇ k. うぶム液 I i万：＇）ニナレン吃，｀ぅ h 裂した久ベ，， 1 IV l 直し／ : 9 よ

rしり1Jヤ‘/ ? -し),、ヽて一え叶間（ぷ～ 30 今）毎 r、直遍液り放栢佳と痘'1 足レ／ 吃 II 筵長し

てえD ＾イメ 7、i/ 1 ―ノ,. - K 受可 a. : n うベイf K わ‘`‘t l/‘苓に＇戸I、外。今 L クカ文射箱 1/. 令<.誌

めりゎ ltヵ、った．．

応べ非祓術性 C・・ n., I< ¥i区 7 ラ？ V ヲツ K 令ぅゎ 3 応、 4 舟 11'つざり↓うに L て 1a えした．

次為液のt l1ーいJ... n {1今＿位 K わ'1 3 k4 り他，．'· -足" /'H f且、こ 1亥年レ／ 炉 Kな心／k仁、 l 文駅［

'1. 迂と雑足し／ 1- つビー？り平 1』ヽr II t‘- J)  1ーりぅ丸出液そ K 几句レ／ 々クi/ I；利似で

h ｝と｛杖足 1. ・ ：り 3 う；こし［ぷぺ，滋魯＼匂iふ;つ<.わ lr 与フつJ';,,ー／に令；•ゎJ Am4  

を，：瑶足でさ l. "-り衿、：ャ c• り 1か蒻i-l 昇、として品＾の玖達JO~ fr ；ん K と..,.ゲわ ,r 令iわ 3 ふ、
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11 fい｝ w、 1` k 派・サレ， さりた 1久逹と犠·れに 1 わ Ir r-r ブイ―/ v テ• -9 ス 9 C -r フイン v テ·· -' 

人池I 久訣｀料とし L If T 的＄足で~ J祠‘珂と---:r J :と 95 で~ J. 

4 . 汲鉱t· L かー且吸羞 w 軒私攻、祀 1r ？、へ• 7 卜 I，，乱’I 足杖｀利としこ 15 liお和n 9 逹，：1 ̂ 
りで 3 り K ・叶阻 1 i必土，ミ＇わ;. 狂 I卜＄りと 3 に.L.. 1 1'うV- L 乙J塔人た一令フ·7ク v,. 'I

り液{,□9 い‘"- J IC il :,て·渫綿しt h・くう，ミJ条作 L 妊）レ~. 争めたアラ？:., " :, ·1' こ

令iれ｝叫＇と考そり Ha L グロ人 1 ナ水でう了めて ハー／メぶが祁及，叫尺史，）、力 7 4 Iこ』

返 1 ゼてー反品t吸片マイ I 'k 戎 1).. O.N),(ｷ 7,__ ノ屑麦ケー 7 •，乙．／滋、改t滋i f J. 苓積と

我‘じi<- fu 7 エン複滋液 Ii-斗い hl謀，；叩1：と行ってっ 2^ 9 矛十恐肝カラ久に吸ぷさぜ 3. 紅今

潟＂,,_ ~.E.,,_ 7 ラク V ヲー／りうとパ 9ミ菟し<...'く 7卜し「 h 11-i又紡操作 I i ;fj L.  

5ー、豆呈 妬り・尺扮/1}，ミ床五之れて数ゥ w、 1、と町れ lr追‘f'-'f浜（・恣易ぺ凡—らとを令，：

パ, ~ :・と 9ごで•~ 3. 可 7 わ, f,,..,,,.｀ダ X 之〇ゎ社及，／9- ｛ア 4 オン.SK- 1, 井ぷ四ー 3...,,, }flfパ

型刀ラ勺てかう妥孔祇み｝ー・ 11 望う羹 n 伍ヽ 1 ドロオキン 1‘／託戟t滋 9 i h I1｀入t句t; /ょij J,__ 

it染，： 3もt- 15 、、 }rく懇で広 9ぐ介為されさ． —例で，1 ／知如1 X 27が 9 9 ラ，，tーグ↓刃 0(一，、ィト．．，？

1 べ V イ‘Jラク赦 7'/.S: ll..rH d —ハ 1 I｀ー. " -;r "―✓ 4 ・／う、1 峻アンモン 22．よ（fH 3. 3J）と況

令したぅ尽求て， 7k オとか⑰心 9 圧7Jと｀アて.-o,,._f/k り流込戸冬為た行ひ）i.} 4..s-o,,..f,,,ｷ -l 

IJ社大ともつ手i也、r 約 /,nr,,..,{, ヒ•―’とし z 茨硲 T 〉：と。： C 3 た．

6. J｀炉た物りい ：つにi9 1c 叫森液五iぶ紘←）q 1尿汀うぅムで屑秋腹溢と述冷？政ヽ：亥
とこお<.. lるI V ムり｀イマ＜ 1 ン SJ< -1., 'If 1四—ぷら t,,.,,.,j X 1.r-u.. H尺型，｝秘 9 ・;,. L\とみら 9

II'り濃 Hd て· --r 1クーぅえ浄 l t浪ム浪王乾＼qして＿笠格残｀ ：立，，に、、：とと府 9｀クて1Jヽら，K 戎し，

恥忍浪と丸坦マくこ汲沿マゼ l. っ ~-~--2KH(.,( t泣星 3 4 こ冴扱双 ァンモ＝・シ々f孟，

沿入しこ<. i可 9C,}笠りあ 3 1 1虔，ュ｛ウ、今、ふ r、tークネ紅ゆと滋為 1 3 ．；丸ム汲 11 往 I>) L <'. I名

とへ外‘i企｝認め'7< /iつ次う， 祓？汲双t 4M に切リ瑳ぇ（氏 97 i戻ムし初，，［こ、 1[ 9 、年ぶ及

と L ~ 1M K 切＇）埃ぇ 3. iいi択 ri．す、外ぅ．’？•1· で逼．包イぬようう1 念しこ往 lとl l, C 9- 9, J.1 

~1  >f Hば 2,,...(l 1~ え， 年ぷた毯レこ凍秘し涅1 た Ii訊fうと L た．没、 1k.'粒乞 l,l，，t尽らi.. iえ
入にyi念了わ 1ヤ l肉眼 6クに私玲iみしわりわゎ戸（粁と各 l : •. •ごでさ 3.

7．旦上 こりよう 1；；一連 9 1勇．i乍，C Jりわわわわ I↓没 4,•沌足 1 へ、そ '4ヽ、冬7. I99Ea 叱 9忍ik t 

詞望 1 l 1 ·•六で::;/ K.. 心）•1私 r; 1号．i乍 Iて I 1 jaぶ"" (,,,, y-）心£呵ゃ I丘圧及なパよJ IN"A, 0 竺迫

ぽ襟追も万りとであ>. ). k うケク 4知袢り笈丈 1こよつこ］名し・令7.,各.l-免tぇf一つキd ゑ一介＄ t 

行うミと 9ご Z· 々} -Z··みらう． ：れうり l}j--ぐ6 と企ふレた叫ふりけ 1そり次足と丼＿fi：っ注念爽＜

ついて，，祥i、関 L 正へ｀ l.
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18 7 衛訊双＃，諄体、奴的作（司（祖元長今甑浅（第 2 郭、）
、ヤ 1｀笠子烈，知 U 試料~りュ31Nf 0 ノ＞碗佳

日茶原｝力研＇梵町 o ;t;紀む年一， I怜紅双，市｝11'厖士尺，夏印青丈，惰註テ

上 、 It'IS' ~I屎q工芥 lV や一が‘:/1:r <.. y:;J幹転授緊ナ0\ rヒか｀｀大ざ‘‘＾て｀‘.知直"l
叫~r っ試料 Iな P 念累・幻へ°クト 0 メーf -立今紐餌た言囲へ｀’3 r.,_ 込 12 布J弔t`'あ~. Nr "l桟ィズ←

如灸t言月＾｀｀、それによリ高紐応2.叫贄徊 l｀たので、汽＾忌者東寺げす 3 ` 
(1) 

2. Nr 咋見イオ立度 釦u 0)涜叫疇表から TB f,"抽広式 3か去て｀’土 T= ュ}qNr そ
心ぃ叫湛衣に l 1. -蹄·ィオー交授ヵヲL.\ I直い．芥訂註 I!; ダ’イヤ 4 オン sk ^ 1 ．村 \00

ーユoO. カラ A‘iま 8 m …¢ x s on 1‘＇ある
<l) Nr (V). 記砂ダ炉、二よれば‘叫 (V) Iii; 2M  HN03 □J.,炉l 1浚噸麟出す 3 ふ’·末庚

玲吋 o,2 M Hc.Q. 1.‘｀培易ぅ（こう奈出すJ, Kd 11'!;'~7 1'、あ 3, ::::.の初令が" NfW) 1‘‘ あ~ ::, ¥: I 式

I 1-.11 HN03 -100 % TB P 1 ;,:,,ヽよか｀｀ 2M  Hao4-IOO 界丁BP の否 I"- 内 1t ;5今涙這Il ると． I, l x 10-2. 
(1) 

, ¥: 5,0x lO-31‘‘ あ..., 1 豆森、中芥すの末めた NrW) の K直 2XIO-2 不・よ小｀＇し X IO• ¥: Y れい｀れ
(,,4). 

よく一攻す 3 ＝と， また 7 ェ=,.....ア Iン‘/,l....,昂tジ（しっ＝タム（ュ宍戎 l なり（知史亨～2x)

：：：と 1‘'確のた．

(ii) Nr（町）． 0、2M HU. 白蒻這 r:.Nrtv) 1;1;ス 1レファ叉コ唆沖—鉄｀かアスコ I―·に‘'L...炒笈を力D

えると淋:iv) \0 逗天されてフェ"",,_,,ア 1ン'J -5笈ジ 1レコーウ A I＝茨況す~ (哭波卑泊芦）1

鳩イオン交採嘩カラ⇔から（'F. 1 M H(IIで 1本'ei O C，c.ヽ， 2 M 1`’ ぺ 30 C.c、まで 1i令窯潅出し

tF.').. 1 1-1·N o.HSD~S)'S7o Hふ O ,i.., また 1 1: IM 出SO午 1‘｀よく浚紐心 3. q5 % でシ漆難·ずる
の（豆専ォる宍董 I不 Y れわ払 I5c-'- 、, I5C.C., 20 (_c..̀ I ?’｀あJ.. b /0 HCQ, 4-M HN 03, I M 

(NH心50 4, 1 /M.Nl-1叫芥 T｀尖邁枷 1‘‘ ？るか‘‘、シ冬密住曲線，よわ 3 ヤ»ヽ？＂多量＾シ落紐液をダ要とす

”t｀追渇？｀‘な 1).
国） Nゃ可）． c.,(w)?'禅紅むが 1ボ｀ N叙I) にま 1`'腺ft.了れ 3 疇ぇられるか‘‘・カラム I2 ( V) 

，，色が｀みぇ 3 I印 It、 0、 2 M HUI. 1‘ iま少餐つ‘｀氾麟 L CelW) "色か‘シ消えると l司峙弓里一乃ヽ 1こ寂
（ヽ）

出す 3 ． これ 1不イオと交I紐濫 rこよy N礼'J') 1::. 遠えされ 3 r戸ろし売/;/::,Ir.,ふ また：：つ 1羞令~

Ntの一肺,;:加昨、:,.る知2. 1-1叫ウ5 に、 1’、毛；魚出しなヽ 9 が'‘. 0,5必告た 1子 5% Hふ o <t-疇｀ーシ麟

す 3 の？＂ Nfげ） t思 Iよれ~. tかし~ th Iサ食和OJ CeOV) による競箕9‘ヽ、不愛令？＇、あった T:,., d:t)

か、 また（エ甲m rぷ‘、 L (V) I'::. 滋it 2 れたその 9 一芍噸t膵（ユよ、） Np(Jll),,,_ま？‘•蹂ぇいれ

T乙のが I J:明らヽヽ？｀、な\),

3 ．憩射V から Nr のパ娃． y RR -1 で一直1勾叩‘主這-m、T I..た uo... \00.,,..を '7 t,,1 HNO] 

にシ知し｀ 区，区 T亨）， ~r "ftそれ 7泊~.l, IO 'M~加.z..., ス Iレフ•7 ミン該牙ー食知‘、 Nf(Jv)

に選元 l て、 フ、フ（にラ上？一に共況さヤる， これ 1`1「あ，お小‘‘く史の下p'c粗今輝？‘与る，

茨辰叉は H3803 そ、5 ヽくも、 bMHNOJ lo 森し、 N出DH T｀木毅it..年わ→茨給し\:..ず;;,.. 7 M HNO, 心落

し足沼這l す, 3. 0 、2. M Hは峯応 L, 咋I'--字I'< し"1. Ce而）、約 I o""'aを加とて？告ィオと交

喚荏t膝カフムに咬羞-r -ft.. Io へ'.2. 0今｝m廷い.;l t. Cetru') d)色乃‘ーシ有"" ~ "'r. o、2 M H戊そ
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素し Nflv) 豆這す;3.浚 I~ :;r分い N怜可）に思ぇ l 1 沖二の力ぅら 1:. 吸差でセ叫 0、ユM

lo c.ふ °、I:, M 3o tふ， 2 M 2O c、L 、, 6 日 5 岱／ 1｀`)澳次珠った1笈 b l"1 H戌 30 tふ 1``

N西r) 豆麟い＞、

4 Nr 遠菟 p練入へ°クトQ・グ｀ラ 7 噂）姥するため 1::.,.: 、諺り緒ぷ試料 l'.cす句ダ厚が‘

ぁ 3 ｀降極 1,1-直を鈴 0 、 2=""- の臼合碑集陽揺 IJ:臼全碑｀っ直｝ぃ玲硲＾ l司囲 1 ＝ぷ｀｀＇た僭賠午患互

I用い (NH午認ふ o, 4-3 /R. 7i管鮭末、と L L 嘴糾灯〒ン芦面在り ln”‘ ← 1巳約ワか""'-,膏胎索

)1'> ！t予 lO V ，澤浪究穴，下危§牛o ""'A/恥....疇疇,-;. 2. ~3 時）n ?、ある、 Nr 1不玲拉J:_. I= 

和也する、吹幸，ょ bo ^70 X 1‘‘2叶 /al ？互羞＃這匂るよ〉 1‘窃る．効叫裔汎脊ふIt:

淫 <TE 3”‘寺虹す＞し哨える、 こつとで Nr'本（手と卜℃\'.: I 不‘｀な＼）、

S ·疇 25し戸とネ I→磯スヘ゜クト 0 メーダー 1'‘Y縛：そ｀丘 1T ＝竜吹叙吃p緑入
（ウ）

ヘ° 7 卜 D fー 1 -(Y=  1r m)  ̀広｀ょが｀大型p繍スヘ‘クト 0 7｀｀ラフ（凡．x= 匹C.応， H ＝ 66 茅,.,.)

で｀口恥 -"'I対拾恥授惚｝スヘ"1 卜 lレで遡1 姥 L た、~!~頚専心文献隕. I:.きわあ 2 I'--<.—屯文し｀

手たこれ 5 い裟妥で｀~I足 L うるp艮 1 で 1;: 使刃亥樟.., r廿｀二i”“めうがな\)、和希戯…和1淀

ば合泰ほし 1 から｀．平玲‘恥＾ユ叫惰の註j荀灯·った））ゞ、2.、3 e からのず｀れ 1エみられなり、

b ．餌ぶ‘` I>人二，ユ,F.リ 0、 1~ 1 洲己のユ況叫訊料遭II令f鐸 Tヽ 埠i乍i`'紐夜よく言賎け

3 こヒ”‘`` ?‘ぎ氏、 7•ヽy tt..ランタ.!--沢辰及/:. J:-.配悼今輯 I 不．I--}': ず｀ L 毛1j(平？”1まな I) が｀‘． u が大、意

にあ 3 北令に 1文，葬今紅り了シ方か‘`A 牙ン如埃殖佳← 1げなカラら？‘冴ji.. a 反で‘屑和 1`‘あ
巧ぅ、

参文献、

(1) T. Iskiれor a叫 E NQKamur I BuII. chtm. S。t., 5^Fら辛， 11~-7 ;1_ 0 (l'ls'l) 

(2）白、Joll o.nsel'L, Svel'¥sk Ke....... T, d.s~ r-.1 年1 79-8 で(t 153) 

（切 E. Naka兄ura ，恥II, C.heWI, Soc、叫ら ~I ?D.:l. -7叫叩o)

(4-) J. :r, Kat} and 合、丁、 Sea.bo唸， The 和til\i de Elements, f｀ユos (i9S7) 

し5) E．年、 Lo.~をi s Qhd C. R 、 S C.kmtt, V i 3廷 (I 礼 l)

(6) J、C.. Su(livaI'¥./ D、 Coke入 and J. C.、 H1'\'\d Yl'\o.V1. 1 3, 知，C.kem 、 So c. `I 2ユ，I,2..0 3- 4- (1硲）

(7）竹謬（也ノ 乃豆該虔験今ぇ乎さ、於限入， 4 月'1 B (Iqしえ）

C'&) J、 M 、 Ho\\a\\der, W, Er、 Sm ii k ahd J、 W 、 Mi keli屯的s 、 Rev、ノ上為 7“0-7凶 (I '1 5 し）
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18 8 砂少うム（戸：，1 卜）よ・Jス四召ーカム， A っ卜＇）炉遣粋譴叩絨

虹嘉チが市炎杓
ぅ冴バ｀／1- -7念伶白 0 山本彬、4ケ手・れ以も、4□4

ジIしコニウムt 1 ーケ｀ットと l て速沖栢うによ｀）杖反応豆□ 炭、（外，p),（火ぷ），（M，ん）

反ぷC｀によ＇）、がY, 9勺， 9ry, 13y ,”Y ，朱，伶、クロク‘..て．、さ~ 0 1--{凡j,.t,}反i;;· Iiどによ）ヌト

午ーゲ'、/,-.にりり国心，＇知，ば，唸忍べ｀ぎつ。ふクー午'‘7 卜よ｀）放和栓の；r ， Y を＼

E 叙 1 1 争t ？ロバ’Jジ多シの痕’J足いが苓卜＾午威莉りに知tつい科ともフ召fっ 1ご，
我“"こマトて、， 3 うか1, 1、し一サーふ庄凡‘（の柑石な含Jl 4 万で｀カリ、多岳の 4r
放射栢のヌトのあ 3 幼伶 I こ;;.上ぅ n ク甜を扱 7 fる，，， 11 な、｀。り一f｀ット I~ 11 シ＿、 1 レク;;.ウム

釦国が各ヽ、か｀．、＇祁、 1ryの祖ミ炸寿が直：目的と 1 1 隊 I1 、 )1 F,処i.!f.-1ｷｷ r1-釘が‘・ク‘4‘') も
ゎしくな、、 9 ：：の心i1知第 4ぃ哨営¥')，，尿了舷 I1 伍、直 I: 祇ず3 が・ア:;, ~;:;. 1 濱

l k 吃溢灯知 1< 水和直tり L 1< もの 4、中 4名手だ．射後っ疹"“関が経ヽ・イ'c J1 I ミグ
- r•'1 卜として泣如九·：力；。 ユ,J,..ぅiーケ‘vi /-"'H fr J H以’-i·· 1%翁し 1c 喝ん、 5,../ Y 11 夭
々遣，遺＾心·蕩丸中に入').印C 1 這fし五す 1'ダ条 ,1 f1 ,t;·っ紀'-Y I 4/y, 11y, 
？勺と 1 -1ゞットよリヶ會J.オ 3,< lわ欠ヵク肱すよヽ‘·ジ Iレク:;:..ウ少夕属逗ヽ・臼 H f +H“ 

1 ことク、 1 、 （衣召,.,'fr: I乱的とし賓が 3クがそ力‘Ifてgょ、、偽伶，1 H(,,{_ -tが1ザガ燐鉗·が臣役

茫t使わず虹l ずあ；，） ：が 1→ふ庄 Y3.,. のイャ＇）でー1:.加え，丸殿を逗兄．ク紐 L. /,v 

Hf t`・；化、牙が進成す1-.心知 1、ク紋 l メり裟硝筑（いr4)成知鱈文正えて燐辮 L.
食疫 Iくてfン元クア 1→払我4し物り尻釦../'!_. 炉キャ ’1 で一こ入ふぽ綬砕税 Iて仁（砂）2
の丸釦ふ·ク'"し 口成 1萎忍投団枚， Iル窮ばとして が～戸，．乙て·｀シ 2 ウ徴屁和締釆を

係 2 ，く力こえてイプト＇）、グJ.-ヽをシつ＇巧災複としで森・＇す，允取広(f、”｛砂）釦を応·｀ラ免う． こ

少しによ ')’’Y り牙威杭t麻J史 L fc \:ニ弓、ククんとみっ佐． 1、トロンイウムデ,-t n..._,か（9．パ｝

と 1J分(,7祝） ti}ケらli t目的とt 1：偽~ 11,、 /9 ク以 1/J 1訊｀印““て｀・朴って行く‘J::う K し 1·.
1 - T‘ ット'z. l て 11 虚溢ず作，禾水税化ジ I'- '1;:...ウムt吸税 l fc も今t用、、た． 二れ違

,)"裕，：名糾使如伝中 1叫印礼粁tっっ彩士を硝~-z-·叩臼i乙して痺 1. ;;.cfl-~ ;I<,._ I< と 4‘ し砕
裕絨；\'1 I こしてfン屯;:;,1 -i•'禾兄 l イて 1.7 卜＇）ウム，ジ｀ Iしつ;.,j ?、と隊玄 L. 号がふ（吟）2

し兎し KR法湖·牧灰竹咲？｀．令‘として ~1 灸すな．

:: ::.で$...:,.+, Y” っイャ ’I 了ーt 9a ん 1 玖 1名々イしー／しドが‘.J 1 キャ •I 了ーが炉劣ク‘令ナヽ

条が 1’叩扱とな 1 - 'f.._.似み和1c. l でん徊 1 t方ぅ広呂係訂 L fc. T T メ仄グ々ンネ I日既なピ

ずふ， Y をキャ＇1'f - ？＇）一今姐が｀1·· ~ Jことが利，沃．
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18 9 和レ lレ（ターゲット）よ＇） アンテ毛ン・スス＇の放射 1し峰的か離

日和雨引1I 研羞而
アイ｀）トー1° 阿り苓可 怜本住枝・村上慇紅薙

了 IL- Iし左ターゲ｀ヮトと L ても、中 I~生うによ；核反 Iぇ、もあ‘こ Tiぅとさ（叫 P)(れ／り（叫 cl)

仄Jテ心力＼~ d)'::.,'), さりに（匹 21'L)（仇t)反応ほと’•もが‘こゐ。 了，し 1し I 'JC同注昧(8板授）がタV\

¢て', J:.祀反応 I" よ）， 3 わ払てた< 5 ん『孜射牲枝挫ク＼＂ z'’ さる。tれらのうち特 K /16叫

は8¢し｝ ／3＄訪ど，をしらI\`‘3 tぁに足邸ii'咤ベリベーフ）― A 離戎、と秀ぇた。
この月的て＂ネ直マq-,方祇及し h ^｀＇た結泉ノ諮蒻喀如y 4̀) 7U テ 'L 1i l 1--仁" 1 - •レ・礼ーI\

ブタンラ屁令壕媒 (I : /)に汎(vjを抽出すi h 叫1<.. v. らパ； A叫．必．祖iク“
(/f /I)] がよいことがわ力｀り．賊四柚出條 1叱その 1に出検対した．
ター 7`‘'? ~ /< /1 "f Iレ Iレ単 1本ぺ亙'f IL, Iレ顔-1 J Iレ Iし蘇 n と＇．i I利V\ "Ir.が） 反応伎，厖砥f t 

碩紐で喀解し／反応· f A判ペクーゲ、J卜＾原う 1面£どちえ 3 ヽ中要がある。

アンテ毛ン，1 』ベンずン雌1J')り^ I mtし＇）り A ffし• 0 7復ぃ蘇iし術j ｣ 9月ぃ＄以V) 直ん
し•tい 3 カ＼““`妖し条 k t ,1 1 ど h あて似易に脈iし L ぅ} _;. k 力＼．．わ-/J‘つた。 /.~ N~  6 

N ~訊紋柑珠浚、に！養。J蔽 1しん訊｀康王条加し-Z I I S-か 1旬直瘍杜上こ’'nb 私趾す 9 と品(J11)~
訂令に加）にfi 3 ::.とが卜し—す一農玲 Iつ;...,てわがつた。＄l,(v) にfi l と足蚤的に 6 H ~ 
IO M ，， 1釦応『か¢譲簾，l•に l1 1 7" 子 1し力 1 しt:." I ー IL-・九―へ 7゜タンシ屁令りげ、臼由と、 5 礼

守べ II ベー 7 ~ー介雄力＼＂ Z'' ぎ｝．
テ Iし 1レ↓すt哀易に＄絨化銀試荼 l= 『) I. 5 N 疏巌献桂'2'."話iL i i＼て Te(V/) と ri i C Te(IV) 

（／このぅ屁伶ぅ幕妹て＂袖出す 3 ときtJ 8 N 雌凪／生にす・いて'1 8 r,;砧上が抽出 1 れう。 しかしノ

厄 (VI) /ifこの議冶遺媒で 11 椎l ム幸 l'i " I ~て＂あった、

叫料（lll）五用い年ャリャーフリーが＇よび＂寺べJヤーの黍加の肱‘穂にあいて硝牲仄と L わ＾｀
tヵ＼＇J 1印酪蔽，f生 z翡土、す 3 グ易今 1す¢げ～ ／0 パ '<..11 Jヽグ以上qオ由士、卑 E L 』iし／凡蔽絨，I•土

で 11 6‘ 月以上の蘇，／生九て', 9 ｧ ／外上のオ材公弄？て＇あ 3 ことが＇’わ力‘7 I 疇 n/f 7 が；り。 し

tがって／ 屑笈化瓜蘭桂夜 L あ 11’’ て 6 M ム人上に L て企珀鼠I生て＇’4 、)7" 子、L 1J，いこ＂ ／ー，し・

れーヘ？゜タン｝昆令淋粘 z'哨H 士、す 9 。

とのう私~ 9~ にう，し 1し；単体でお、としふv 邸とわ庁i方iゑぺ弐，—;ジ｀ニテ＇しジテオ1J'l-- 1 ゞ‘

ミン蔽抽少、多" t,と“£し h I\‘‘たが＇／ 乙れらの節昴にク、，てりの＾． a. F とI\ r," I テ＇し＇レ 1 -

炉卜及咲賎K と成し／多餞町·＇てt，盈じて／全居テ，し，ンと多＂支さ也 1 シとが＇’て'’ぎ 9 /\•こ

れ I'-'11 ふI J'↓ /;I" 名iル 1 3, 、し1J. i牡吼ぷ ,1 俄§,I生店ill我ク k 牡にる＇ス凋勅 Tiガi公とい反f；し＼．
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2810 d 粒戸．い．知. (~,: ;, ~捻度今イ茶中 4 酸禾お·ぶひ｀左条げ‘ぷー
ミと 1ミ艮跳効晃 Iマよみ表①汚県心汗豆

東欠原ぅ核研 0斎藤 ーた・野埼 正・占／'!鈴明・鄭吾·主

目的
' 

必
/3) 

紋督祓素の放射にヶ祈 /C 1;) 
玲）J " GS) 
Ha 
If,-

和） F,

介研オ法の概専

(.j.) 

晃中仕子

lb O (cl,. 

あゐ、、ーとを提唱 l,

報した。． . 

高此度ケイ素中 I= 含まれみ蔽象 lょ夫して国伴中に＿梓 I= 分布しているものが＇ばなく、

I＝う＜合まれて 1 ）ることは国知されてりる。虔陳の分祈に当つて 1J表面 lごj与fェすぅ咸泰と

9,:,v 7 ，こ含iれるも、）とを込利して坦量·するこしが望まれら． ヽ‘.,, g的の「ミめi= 1よ上記

0) cl 粒子にさる反t..`’I＝よ？て反月 3 れら残留核 '~F /1)弄均及跳距舶；ど痢定し・ 反践効果

,~ F "'介介さ知ることが｀先決tヽ、あみ。！を身す命0\試計t約理 L て表面ば迩ぶぷひ；’

'汀 量さ夫O 3 仁のにi.J:, 一定の既知辰み厄け点面 E 和1') とうク年があク．

の 13 的に［ま敬細，ぷ研磨fJによら、啜嵌｀的研雇う兎が有効 C'’ あJ.,.

鹸岳含青の決定こ行う r0 の I＝放わ朕冦I) 定中／ 羊叙期.2. 0 介の短弄令汰‘分，，， h 丘 3‘B！うが

とな，r=-．, :,K I3’2 C (J，む） " c 反応ざ全じた" C にもと...,．，くもの

b.  t足末鳥紅 1；ケ•イ蓑中＂定素 "'A 1±-,=洩＼ L (. L:1明睛 I= 裕f恙さいてい T; 6'’ f=か，

法・（｀人峰．,,僅＿ F 知 3 ごとが．t・ぎら、

史殿方どと （心 P、"す 東欠棟子核研廃所 0 サイク。I-ロンによ 3

さi4l 99, 30 X j ’7 x /…ーの試｀科庁を / 0 /,4 ）ス F の篭兌位で

卜 r‘. 、照和 L t~. 

放知在地）足

ぶつこ

熟中，t生う• I可，；る、‘t力＼て 3 ,i. 3 けヽJ' / ~泉 9

などが照射する方シ去りヽ穏允］れて，'J;,. 牧々は以秤子 R点射，

16 0 (""'必） 心，などの核反広と利用すみことか肴i'J {, 

(6) およ仄'.L一号も反応，， L 力‘＇）の励起閑舷. (?) i述

面
，

店

さうけt

,v J，五方、う

と危えら •/L

廿ア型 必工 話品シンチし一 9 - (30  -、 X 36 --)  

/"-IL I N ,S型 /V 4-ャンネ，しのシンナレーショ

ょ·ざび｀ " C I, 1" 4しも哨戚t° -7 ^ 部今と兎’l 皇 L 在

到兒，二｛な崩喉枚既知，て 1翠平訊叶 z·· 淫II 見器t較正しts,

<c) 品訣距離Q坦’J足 マ 1 ぅ—·賤 (/,2 =;. /,.,._•)を？ーケ 7 卜とし、 IOf

ム箪を反朔）§.喘核 a 守ヤ＂／ナャ―, /0 、 20 、 『0 ノがの了 Iしミニウム羞t pふ奴抜として{fl
がこ

-·テ・J卜よ...ひキャ．．I チャー中"' {&-fi.また 1t " c の月 6 啜紋 E

す e. t百，らば疇離g (m}• I必2) は R.= T/ (I-+ A,/,Ac) z" 示］れる．
9 -T ・／ t·辰ささ ～｝／妬ユ，•示したもゥてあ 3. tヽ）

(pl) 武枡表曲の問魔 に＇了的，'7 ッ酸 rよどを r丹．，て工 ‘•I 今 l ょうとりると辰面が一机，＝

芍磨< f'- r£ いうらみが••ある 投訂りょ舌巣手うtiクう又字反上て一、 し 00 -4 のアランダムよ

ーねう．;. fムて研麿す 3 の力‘J:...ミとが今っ仁．研麿レtc曾｛エ試叶）十 a 會曾iA• 力’グ

ンスヘ． 7 トロ，9 さ吊，'F--.

(Iヽ°イ 1レ 7 "/ 7ー tｷ -. 7 ;除叶）．紀吋

- ? -

、` J) ,; 

H H... V /7¥ d 粒子

内幹 9 -f', ”^ 20 今

の井｝内/:乳科t

I"F 

＾ア It，ミ＝，ぅ

い F.
^ 

AT 
' 

T• T-・レ

Ac ‘’ーて Tヽ

T は

,; 

h

ず
＇

ば
む

F

惰
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(e ) フ・・I 索の分離 ミの方元（iた峰既稼し T= 6 ) 入ライト｀て｀示、す．

締果 (0.) 平祠足躁距雌

ターケ｀．．．／卜 (F) 丘d

話果 e 晨示す 3

R 勺／一ユ) | 9 ーゲ‘-y卜 (C)

3'6 0. ~ 04 

2. 

3

4

5

 

3 ぷ千

3 2. 6 

2r.q 

2b. b 

しぎ， 1 J直 (oi.., pべ）

0 、 8 'ii'

O. ~ 1 

0．て 1

0. ~牛

2 3.2 1-1 ... v 
(al..,,A); 2. 0 ．千 H汀

E"' R (..... a,/叫~)

3'i? n~v o q 5｣ 

3 5、4- D. 9 OS 

3 2 、1, I. o I 

2?.1 o.n 

2 I,、し

ヽ
ー

" 
è 

, J
 

( 位, ` 3
 

2
3
4

じ

L 研、 9 H• V — 

゜尺 r が•

IOで

/o 

l 

i-----—平肉J,2S -----------: 
I : 

' I.  I 

トー--一平均 /,/1---.――i
:..  i 
l,  
: I 平吟 9.IO ' 

r -------' 
i I 

I 
I 
I 
I 

こごこ二L—

涼 3 っI←2 r /0 ?5 

（4) 競表。今布 忍励いう百')リと..,

r＝各武料の眩素含布童—t辰面からの；菜

J I二対して且監っT=結来. H'\，子、り..

珂鷹 V E 玲‘)訳‘科片も‘5 18 F さ介綸
し定會しt註牟 I i);' ~ "l試科 10 →いて

I. IO  ff•一であり，ゑ位l”` 5 

約 4-1 ／←L 9) 1", E 場合 ／．紅，

6-3 寸店｀と /. I 7 とでよ 3 ゆz,. 1~ 

的 5 "‘f lT i`.い［ぶ'‘,. l しぅ厄/> ([[.,...(. 
か

(C) 斥条の令iり 入う，iドで；tす

1 l R.H,Osmond and A.A.Smales, Anal. Chim. Acta, ;b.Q, 117 (1954), 

2) D.D.Beard, R,Y.Johnson an_d W,G.Bradshow, Nucleonics,.J:l, 90 11959), 

,l,J.w.;:/inchester and lら L,Bottino, J. Geophys. Res., 坦， 2533 (1960 l. 

4) E,L.Steele and :•J,?Iayn e Meinke, Anal. Chem., 辿， 185 (1962). 

5) S.s.l知rCO\rit z and J. D.Mahony，辿埜・，辿， 329 (1962). 

6) T ．尺ozaki, S.Tanaka, M.Furuka碑 and K.saito, Nature, 坦g， No.4770, 39 (1961). 

7) N,furuka,iaand S,Tanaka, J. Phys. Soc. J apan, 廷， 129 11961 l. 

8) H,G. Harvey, w. H.-、',’ade and P.F.Donovan, Phys. Rev., 坦品 225 (1960). 
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2811 一゜りこ＇とデ Iユろ’ゲJ T 不 ’7 トアピ直辱：

旺吼＋力砂厨ナ OJ罰手哭ち？，土褐掠一

五い)~)克遠秤汀り｝及躁1--りチウ合の及屁lこ） I) 汲心希科｀化全靭五

対灸と＼違いい℃さ T-.. ll'~) 今町 1戸均一（J，い烏這‘みj且的t'’ば（の履と l "lo, e• 

リジ＇ン国か‘` 1 こん遺E のう丹｀ィ晶オ詔励 IJ培 lュ芽秀放尋紗 l=) /)ュ）這餅 l, t:·リ

シ‘.:..—以‘ぼ □ 放疇叩ぎ，？＇’) •か）応;:;, I 冷衿‘必物 l二方が｝疇トリチウ 4 かう 1

叩和 1= 1 lI i,..パ叶 Tf ? • T=O. 
）可 II T3 芽令族 4遠町，べ‘ンを＇シ，}- IVエンJア＝りンっ三社-1!'\J『小tサスク a マト 1"
う万ー1芥紐 l た．（莉：ウう 41 I Ii/.ヂ，／:.m,免449: Tc.f（か,,,.ア＇レ 71 リが戎の 4 りダ

9 月，1 在）J―!lJバ逗-t- 'o,むI, 逢友） Heo iえゑ Ii'但唇勿 Iミ £9 逸当 l＝邑辺）。

し澤 lt祁甑の特紐上足t:,•')':.>• ::... C:'-il直後ハ逗世紐表．乞うし伍とのと灸府、

虹 3．ク／勺ん‘“:.., mル b・りジ’ンと a/公/と!1 ::.がI'-冷芽ぅ加臼窃必1I-"ピ 9 シ•ン＆名て・

示\ T-,. ~ぅゎ冷伶て‘’'llP ん。1 に、 0.0 1'-~ID 伍のる戻1J"ラ 3 傑ァ.:..っ• IV i二放｀圧互入 ()()-3M,., H;)

l 国科べ衿とすRR-1, N, ｢ (～祉＾fら： 3.3)(/P“^ I←ゾ／クし．） £“3o 芍 I釘晶緑座応乙ff e っ
T-:. • 

韮和 9知パ国： m紅it- I 吟 l叩紋）令氏衿→垢り出しド｀う 1 アイスヤ F f紅喉妥澤訊‘秤 l.

ヵ反 7 口つトク＇’つフ 1’＇七°リジ＇:..,'<.,牙令放 4し希娩1 ＂今競：甘袈.e /ii石）た。

嗅ljiJ.袢巖令沃袢己一立匂"\.函主畔渇豆 I，，し）恥知、り澤；代知.::.チレーシ 3
ンスベ 7 トロメーターt'埠）も（・ト．瑣I)も 1辺衿佐試科4, S 心gりtの口易？乙かみ） r.,_ 
ずいt"> n)”hL 田 1'、あ？ T-z_.,
絡呆 LiCl in Aromatic Mol Fraction Activity(cpm/m mol) 
No. _ Pyrid;/-ne Pyridine,Compounds Aromatic Pyridine bromatic 1 Pyridine 

Benzene-Pyridine 

i 
I 0.1 ml 

e
l
 

n
m
 

・
ユd

I

 

．
ュ
・r
o
 

y
 

F
 
e
 
n
 
e
1
2
3
4
5
 

u
 

ー゚T
 

ml 2
4
6
8
 

.... 

0
0
0
0
 

2
4
6
8
 

.... 

0
0
0
0
 

0.9 m1 
0,7 
0.5 
0.3 
O.I 

ー
m
 
I
9
7
(
5
3
 

..... 

I
O
O
O
O
 

83.22"/4 16.78 % 13280 II070 
56.09 4 ; •9I 15620 霊3I.8I 6.19 23430 
16.28 83.72 28900 

6 認゜5.77 94.23 35930 6 o 

悶.12 7.88 IIIO 7910 
.8I 16.19 註70 7520 
64.39 35.61 2120 4510 
35.79 64.21 4750 
22.69 77.31 ヰ980 う460

左q柔t'I tル

う滓 \8 7'’ ス 7

Aniline-Pyridine 
I O.I ml -- 0.9 87.02 12.98 3350 7910 
2 " 0.2 0.7 69.32 30,68 4900 5460 
3,,  o.4 0,5 5L63 48.37 7080 4200 
4 II 0.6 0.3 34.37 65.63 7730 4900 
5 11 o.8 o.r 17.14 82.86 37250 • 8700 

＂袂磋膠 I::. い）ミヤれ以記りチウがりをはさり応庄疇戸 3 芽い族ィ諺加
母ほず 1), さ"'-,,,_ i I濃； 1) 〗＜石 I））かも＇りジ巧っロt:J.,, IJ:知沙如迄疇戸t'r ()92羨l..
心． こっ従令而的孜‘武9ュ液）「；芽令扱ノし全例尻ぅ及咲トJ/チウ 4 のクチ匁グヂ Iユ） 1,. 1.. { 

心腿沼＼吋注汀紅可ふ。

巨之卜りチャー

ト\::: I) 評堺＼
ヽ

1 す心T"- tり

t9I ちら，
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2812 イオン文咬尉昨禾のホットアトム化学（ナー装）
•ヘキ寸アゾミ・／っハ汎／卜な昔耀L 訪

立考文大原秤 松項‘辰沼

4 オン交掬町□：のポットアトム効東につい-z. Iぷ、希藤ら('タ'7,'月） i包田らし冗の研究の
性ウ‘此在史的冷の例ぶ少し1. i惰借，な"- "> I訂題,~ついて、 吐ず？易イオン幻揆樹打危tヘキすア・／

ミンコ 9、．，ゾ l- 左音イオ｀／砂 Iこレたもク乏原ぅ灼て糀肘 L z.、・ l'h, u-)及応で•て••きた "°Co のホッ

トアトム h勺界動g限、かす復なられ'I-::. ！，訂射中の滞藷によってしらぺたので戟告する。

•もtいにイオン文検街粍 Ii);おもに Po四奴 5o x g (l 四～ 2ぬメッシュ）左 Cc (NH3)、十＋＋形に

l たも0)で＇，り、｀’｀’I ケ度戟’ヽにお、 I -Z. l;J:渇膨i国状見とて睾桟 O, f;~ I“ な／喝令によって／ぶ／包ゥ

山ぅの柑打笞 1椅炊 l -s'小竜の水と共にトリガ＇迎原｝炒の気送ヽ沿にて（四I<加（然中性ぅ~

東は 1x /0"1/sec.cflt祖度）て 5 令由照射し／取JI;, L 俊亙七 1-::. / みる、，ば窒温で放置佼 0ぷ

％りエン販ァンや｀／i知夜(p H S) で• C。ヤヤ成今に 1 「 5 雰離 L 、i苓龍液ゎ‘よヽ仄＇樹胆寸 9‘゜＆の

放射粍 2 シング．． ,v 午ャネ，レの PH A 付シンチしーシ 3 ンカウンターにてi判定し I I司吟,~ C塔

瓢応中の炉 Iヽ●＇，レトさニトロ｀） R塩I• J:; ~比色ゲ枡 Iくよって定邊 L t 1‘℃。のうぢ“応）、出

砂 I:6 って残って、、 3 割合（リテンシヨン（直）なら a I= i軍束d)叱荻射孔かさが濃縮比を
品広した

攻の綽見／ ＇）テンジヨン直ょ国砕錯堪/-::;ついて報告されて、，ぅ湛~') ={,,Jヽざく I Co (NH3).ふ

舷のみの喝合照射直後で／7~ /8'jo I 致 911f)の放置で 25~36 名翡履吋直を示 L た。 封た

C, (NH3)、 R3 筍£ NH'I-尺朽街料の的冷・界復げ和秋たすうとりテンシ 3 ン直 Iょヽ l，ざくな') (直没

て:,，的／ 0． 7。) / HR 'ii'jてうすめたとき 11-更 I二 9l, 3 （なっ．た(/ ~3  7.). アンニーリニグにつ

" 1 も NH'!- I<の砕命松尺て l中¥の笈ヵ采'"／弓ヒ人と••あらわんなくな，J / H R 袂在では並の陸句す

なわち汰詈と芸にリ 7 シシ 3 遣 I古更に 111 3 くなった(t>,I 7嘉度まで）。幻鵡ナ社およto:農
締叱 I な， リテシシ 3 ン I直の Il1 ざ" =L,のほど＇大きく／ ；農璃比（まG, cNI/3) 、 R3 ffりのみ＂場合伶＾ノ
”I NH午 R 守令央存で・／？0~2沢， HR 形茨存て99 220～ダ幻）というf直を示した。i農，縮 L、しがこの
耗度の直 I，·止未ったのは、樹脂狂中で・ら（刈紺＂イオアが一培？ケ紆辛又 9ぃ逗元さがベクエン昧足

1 ァ屯ンで｀i筈龍ざかる叙分が分／グでぎ 3 ためと芳ぇら小 3 が｀／ 手た咳逗n ネ康 I"- 照射 l乏にそ

莉果も叶らがにあず＇ゥヽてつて、，る。

次にI，力うム＇要駿＇とし-c. C。（叫）6 R用印匂と的夕 cc ホ゜リエケレン翌ヵラムに入IIL 原｝炸炉

詞立1所（熱中仕｝東緊浚的／メ／0'。 M/，虹c町）に屹ぅ．＼して I 0,S %クエァ祓ァン毛ンi各

浪 C p1t,)-f迪しつ、狂射し仁ヒミうノ原手灼のね力［り応じ‘1まゞ一定の放射釦農度を 1 っ

た：を維液しが町L されて 1• 1 ぎた。 ミのとさのリテプシヨプ1直よ l ゜／。以 1｀で•あ＇）、比涼肘社し

もこの中社 3 東衆及で的 0.9 ドり勺·という衣社なi直が＇得られた。う立目すべきことは， 二の

とき原弓灼＂出IJ J::--号ととも'"；請訊わ疇恥‘舟度（2 （戸心）して 3謬財仕コ｝＜＇ルトの

舟もャ噌f7P す 3 二とが見られ·にが'1 こ，1'- lす六、ットアトムの二戌的な伶涙‘によ 3 士のが／それ
とも邑和t今へ吃忙力‘I ~1 ;1: 4峰の双肘堺う絆に起困す 3 ものが手ぢよくわからない。
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2B13 コハ"1レト含昔堆品のぶ；；トアトム化手（第 /2 郭じ）
トリスエチ V ンジアミンコバルト (Ill) 全昔吐Lのホットアトム化学

辰大・理・化学 斎藤信房 0 冨水健 厖呼 r専直足

該及戻｀に 1半ぅ及羽も反応（ホット 1 f-ム反応） によってターゲッ｝約堵とば判の新し、、

化労形の物吼が庄荻す 3 ことはす1.＂に手菫々の化合物について師＇兄が行わ／）L て、、 93 ， ピく（：

ぼ本にあ．，ゲ 3 反跳反応の場合 l： ／ま，反躁尿手の・エネ）レ平ーが比較的高ぃ籾期のり双懇ぐおこ

る，迪嘴のィヒ労反応· t l豆ヽ稟ったpri mr ] な反応の段階（こ，/t I-;/: 井嘴に短ヽヽ｛恥句にあ＇

こ 3 ものこナ危足ざ，Iしる） と， こ Ill ／こ．ざ先’｀てあ｀こ 9) 沫射線ゃ熟ェ午ルキ．、一て・ィ足進さ、1/L ',l J通

常{1),ft,芍反応に近い·）'生笥を示す second,uJな反応の段f者とか•あ 2 ここが知ら，1L.ている。葦

危ら/1:こ 1/l j -<"に多悲文い合属締溢，こつヽ＇て主として上ましっャr五arj E 反た•段勝を対象とし

て詞 I：お，r3 及躁反応 4 徴構左研危してぎだ。莉報ぐ）な・ヘキサアンミ｀Jコハ＂）レ )-(/11)
/) z) 

錐品 へ°ンタアンミンコハ｀’IV r ull) 鱈逗L なヒ‘’1：ついてそれらの祝位ぽ｝外のf含・イオンが＇
) 

このようた反競紅 /0 及 1ま勺影慇 Iこつヽ＇ィ報告 L たが＇，本級てはそt)L /C 引．綬いて魏虜，，，系

℃してトリスエナレンジアミンコ I<` 』レト（II() 鐸珪L をえらがP念ィオンの効呆を研兄 L た。

ト I} スエケレンジアミンコパ，レ｝ （Ill) 鋒遥と， Co(eた）3 x3 J て"f食イオン成分 X tして

訳s, N03, ce, Br, I たt・｀を含む各穫の堆品をクーゲ＇、；；卜ごして用いた。 こからの珪羞の．結

品をJ腺I 原｝ ＊f中て‘・ベ 3 x;o''n/c記sec の熟中·J'主チ束て｀＇ l 吋向態射したのち．和謬と

し店成した放紆）•主化営矛産の分離；を行った。ク維法心前録ぐ子，ざ I)して、、 3 1 のと同じて‘')

ち．紙官知紅疇，イガン交成負広， 5尤底法なと、＾をあわゼて用いた。

反跳反たの，佳果生じ・た 60c。-<"ラベ‘)V ざ）／した放射 •I'生化労埋堂の分布をみるど＇ こ 1/L 社で/:
骰告した他の針秘茶の場易令ピ同縁Jターゲットピ同し←化学杉（すたわち r-ete祐<m)およが＇

Co (ll) の杉が•もクとも多く， このイ也ターゲッ｝錯心面も位（困内に茂イオン・の移行した形(7）

釦本も相当生成 L て、＇う..:とか‘• 9月らかて•あ 3 。訊位靡｝のf食ィオ｀Jの手鹿菊の募 3 逗を比枝

す 3 ピし‘Aしら杖筋）生生成炊？の分加 l: lなかなリの差がみとめら I)した。 たte辻；かィ虚ならが 1 こJ
60', 
C。ぐラベルざ Aした全令昔f本に吋す 3 配c 位｝内 1= f含ィオンが・手多だ L な置項彩錢森（60r。 E 含を）

のキ日対的な生成比'°Ji($) Iょ） r乍ィ方、Jの手座勃 r：よって前記ヘキザアンざン，ベンタアン

ミン鐸品のク易令と 1ま、．．同ぷ犀た唸向て‘｀妥化してをJ) こ/J L らの系 I：方’／ナ；及銚反応は同一の

和釦ょ 3 ｛のこ塩定ざんる。1i:ぁ・トリスエケレンジ'1 ミンフハ" 1レト (nI) 硝）易い豆 F ついて

It乙ber3)' 品t: 11)紆究があ 3 。
ロ献。！濤窪蓄凡侃野）第 /0 扱，茅 I I 回鋒逗疇討靡念益境(J961 ，這）；

釦fl. Chem. Soc. .la.pan, 廷， 365(I"62)

2) 肴森，靡jく，況舒，苓 II 級， 日化茅 /5 年会 (l'f62, 、京却）

3) A. Zuber, U5flEC 'J)。四ment NY0-61 午え 6砿

午）し．L,． W;ll;a仇 S) N. Sｵt;n, J. 11. Md/er, J. lnor5. ~加l{! t1,,. Chem~ L乞，
175 (l"62) 
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2814 フバ‘)レト鐸｀音五孟0)ホットアトム化学 （第 /3 荻）
コ 9ヽー，レト．アンミ、＇、ま和盈の中'}'虚子照財によって生ず 3 シス店，トランスイみヽこついて

東応理・化営， 王里石了 肴森 1言房 0伊藤弱手 佐野渇k

60 

つハ｀・ルト多記羞に中，t立手を照知したシ易合， 及跳効景J,よりターゲ｀ッ｝伐嘆以外に らぐ

ラヘ 1レイ Ill f：柔恒々の巧終．の名告f.f-か一生成す 3 。店口安で 9な' ~ 0)よク 1 ： ［て生成した賛if本の

うち、 主としてテトラアンミ｀ノコ•1ヽ",レト錯 1本に羞 B しJ そ＾シス燐←ピトランズイ手がピゥよ

う斥多り合•て＇．．生成す 3 かを濶べ＇た。
亜，

ヘ守，サアンミンコハ..,レト (1/9) 亜硝韮t品~ あ＇ょがモ／ ＝トロヘンタアンミン碩蘇社底'.を

J RK•1 ／盈 3 *｝で‘. I 吟 rり！ど射した士のを鉗 9K 滓返としイオン交 I魚ケ雄tイテ，，た。熙知訊糾·っ

水考板 1こシスぢ•よがトランスのテトラアンミンフ，ゞ IV ~ (111) 吐品． 4 し 9クを埠伸として加えたも

のをf易ィオンを 1を申詣栢,:喋蒲さ史唆危し力、，:j, "は 7k ぐi克ヽ，出す。点瓦庄坂L” そら 1ここ I)し

をf含ィオン文南町旨庄,,迅治ざせた。fもィオソ交屯如5 芍にはマロン岐ナトリウムi知反(1 ,r)
を海含佑肴，lピして用、｀， コバルト（11), }-ランス 4条， シス体＂均庁て日戎·紐ナせた。 さら 1;· • 9及羞

性，，，！景ぃも n 1つ士ヒ化アンそ＝ウム (3 バぐ凌雑：を牙子った。一方f食ィオン交箱椒昨柱，： I1. 

逗北ナトリウムげハJ.春成を遥(..でi音代イ才しのi,＂租を¢子ウた，;翠土汲ぱ心叫｛ずつと'}

“ 弁戸型シシナI,ーシヲンカウン 9 -て” C。.. I 江紺能 5 渕定した。 コハ｀・ル~ (ll) につ

‘‘て 1なジチ、ノ＂ンを用、＇て海埠呻比も註＇みたが‘, 4 オン交1桑によ 3 よりもや、多、｀ケ杯直で

与えた。

符ゥ、IL た老玲ヽ店呆ベ・は， シス年と }-ランス砕の利令 1:): 、践料·照紺 4亥のf条狂嘩件 I．よっ

く相当,,だ拓ざ I)l 3 ことが;r. 1" 1)した，
亜

た℃え,~·-ヘキサアンミンコハ｀ヽ‘レ)- (III) 硝成湿とで 1古熙肘直後卜｀‘、ライアイス中J:入 AL てイ昂ず｝し

淘宜ケ折したもの-c·· 11:．シス材否·，，オが―- r ランスイ本よりみ＜そのヒに 1ま．約． 2 : / であ 3 ． しかし

l名碕がら車/:"'逢，ュ•• IIl た該｀料を栗存．の実旅を到麿後［ライアイス中/:入 IIL て 1系存した 1 の

はシズ体ヒトランス仔•・I 同程度の条J合で示す。
亜

また毛 9 ニト 0 ベンクアンミンコパ，し\- (111) 石肖底品 ·c i.同 c· ようにf,：．射直fゑドラ 4 ア

イズ中パ入 1/L て 4条荏•した 1 ，，，で r本シス 1条の方が・トラ ンス店・より多く 3 : 2 程度ィ・・ 5 3 ぶ

l,a:研がら車て一連が、1した士のを.I:.'tt'同様ヽこ足翔した 1 9 1ょ造，：トランスイ年か．．う＜たって

2 ・・ 1 ぇ呈庁と な 3 。.

: nt. 1: I旬迄して索枝屯内て’・シス 4手.r·よク'9,.. ラツス体ケ杯の 99 魚、iゑ碕麦化を L らへ｀・た

埠果． ケ研?tt年）ょ麦代す 5 ことさ石をめた。

以江＂宅釘で 1 よ 1 た＂わめべ定ャ名的な，3も塩ャぇ伶,..た、、が］ 低湿2 ／：巧’｀‘て苅豆吟向庶射

を行し＂、 熱ゃ r ．堵： Iこよ｝アン=- 9 ンク．．の影堺が燕現て••ぎ 3 よ 1 f:J: f季件で•ば． シズ煤...,

方がトランスィ禾よ I) :/., 3 ＜ずぎ 3 と思、わ,,し 3 。
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2815 つ I\• Iレト金音温J:名，ナっ及醗戎象（第 2 報）

原犬・理・化翌 脊鉢ィ言房 o が1 灸房 伍野濤及

ブ八．．，レト錯·品呈中の予。 '1 熟平）学｝を汲収すると 2~ 6 Meじ程度の Ca社込e 了を攻出
し，このためl,oc。ば及跳を受，j /So~ 3豆 eび程度の運勤ェネ｝レキ｀ーを得て試位（租外,, 1:が

＇がす。 こ "'60C。ば迫宙r, "-c" I と 9寺閉t X iに再び配ィ立各と．緒合 l てもとの合昔イ方ンの形

にもt" 3 こてが知られて、• 3 か．． 9• この実絞て＂は~ "過程~を（引相及底：として取坂．｀‘， j) ~ "'.I 

及応の痰1養，ii)とが出した 6oc。 dヽ、その用 1困の．佳品格子 1：与え 5 年。心eJI.の程度t ·)'バ喝，な

ど'f知つこ'I'.を目的こしている゜

今国の殺告't." Ii I-リガキず’ラトコハ，．，レト (IIl) 力りウム,,つヽヽて，，宦辣,!.音呆を中心とし

そ述べ＇る。 莉i々 の作差i手ぐ廷理した試科·，，，ケ祈t: lス，森咲呻出法，常気シ永わ達， イオン文呟

法を印いたが，．，主℃して痢いたi菜逍油出渚-i',-:試料を C。2.,." :tg体を含をクエン蒻笈緩廓各；；及

IC v苓糾し， ガキシンのクロロホ，レム堵譲（／ %] て．．ら2.,. ＾板店,,あ，，t, -'I,..をズキレキート

'lレ 1 袖出し． * ＊目と栢様18 の放射競．を叫定した。

t校．tら昂としてぼっざのとう斥．括泉・・、褐ら、9した。

I. JRR.ｷ 1 気送帝 H 照，射の試在を 78゜， 63ご ケ？゜ C の各温度 I: 1糸ち，疋,JI,..:t •·,1しの一名f t 

一定叶Tli)こ••とに和，）出 v 再．1若令の吟叩ゥ進行釈'9兄さみた。 S"'t~社；が l士 H 9国9年みて'’9づ 3

0／。であ 9 が‘', 7rーe g a令の後 1= 1て 50 ％程度 I：ぁ’‘"·;。 この茂の令刀期のシ舌注 4 t.エネ，レalt'­

Iな o. '1 7 e ひて＇・ち，，た。 また H 照射の試料 l: 3 X IO7.ra4 の食チ．J糸黙射をした屯のにつヽ・て

国し｀＇ようた宍¢安を行った。 こ＂傑 "'7 1?°C 8' B奇向f亥") l"-e.t~吐int- 1'1, 60 •fo I~ 士誓大し埠，ほ

化工え 1レ糾ー 1名 •I、夕くなっくヽ9 3 。

6• 7 
JI. らをトレ→サーとして含むコ，、』，レトを用、，てこ.,手をの討サ羞を合成し こ IIL に 3XID.m ,L

の電｝．線庶射を行ない，放射線 Itより分給の1,•'Jて、、るるのにつき上て周グ尿た 49ゑ叶て｀．

8 叶向江翌•5 行..,たが＂， ど＇の温度て‘'も再．緒合 I古みら IIL たがクた。

皿 繹溢の 9)< i知汲Jこ 60c()公を臼え． アル':1 - Iレて＂；＂支さつく 3 と， カリウムの／／。荘度
がっ，i＇ IV 卜て麿度々れた経度のものが" f号ら Aした。 こ＂試粁を 7g°c 、:『ヽ寺洵低ったが＂

鐸ィオンにヽoC。の入-,.た紡楚．の 4 の 9含丹られなかった。 また水堵也中て．，｛宦温では 52

吟痢復 1• ち．、＜ i ら2ナと＄昔イオ・ノ中のコ 9ヽ．．ルトの PJ1 の⑥位昧交埃，士言みめら1/しながった。

ン、J..1:::の．t名果去秀径す ;,,c. IL ，，，§呑果 It零手．！泉照射ヽ：よりコハ'’Iレトとの経；合，，，七7J,r..た

シユゥ該イガンが＇＼絡品中を琺昔足して他のコ＾’’Iレトt新しく．拮合す 3 ことばたいことを示す

4 ，，，と秀えられ ：れはへ守サアンミン鐸遥や 7" ロモベンタアンミン錯音品（て" NH3 ケチが＇綿

晶内令9 を衿むして点，t名合す 9 のと対照的でち 3 。 11l. d)結果 It: [6C。 (OX)3 Jの生成が．．経品中

叫碕叫,,杭在す 3‘゜＆とだ。位）3] tの⑨祖,, liｷ 11 •（司位外交オ象"よ}'I,.,ぐ 11:ない
ことを示すiのと考えらJ}し~ D ~ Jh ら ">.I名果る碁度 1, l.,_ いわゆ 3 ・｛。t炉”そ伍oム4、につ・＇

くもjtt利を加えたい。
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2816 守 1も手壺似 l fC チ）V ）V雌り＇町の分袖 5•成・ 1町パし穿豹i'.’?',I i.,

綬化了み信所 斎綿信房 。オ扁灼 o 島．tテ

和V)レ緩虹呵’忙ナャ釘紺すれは ri,, r 麟 l1 わク釦パ嘉II屯テル 9レさ係す＇るが

をの立，C l4 叫e ヵヽ疇9幕をしで也ず‘っ呪 b‘ 印わず令。
さき l,:., 、 1 町旅）:1:-i 1~ ぷる吟是 o テル）レとつ夕帝の分訛）広を創窒 L 務柑 l た脅這，約玲 F

ぼとんじ＇兌金に分袖するこtヵヽ出ボ 3 ことさ旅乞 L ;,,.が＼笠沙佐の IlII ヤアル）レより今枇す

3 ことヤ、 逐柁伯6) 11,1 t抽出相おり 1り和 1こ唖知出す 3 姜 12 ついて（すまた゜旅；1 の含氾疇‘5

れtいわ。今＠ l1 国［知私予胤I 1 ` 守,t紅狂堡旗 L -,;; Jル）V線｝ l）'}'I怜菱炒伯心釦 3
ことヤ旅討した。 ながあれも 1 こ0)さい紅じ＇た町のイも忍吟，ククり,z, L りバ尼

ま 1. "穴易伝とし名トレーザースケー）レの町t合も 0，り N~ 久 3 バ＇まt• ＾麿鍼｀紀｀促 Iこヽ籾

芦麟｛碍象 1\C l i~..,如え、 あり°｀し‘ぁ国［ i嘉羨の池級淡i知：•印序 1-:. l 鰭咽の仕f 1J加
え 1 えク I笥爺りまも．．た0\ 5 、シ加をク魔ん（でづジ市 a ケ貌 1佑数以各麿l ク l f2。 (),0SN て＂

11. Kん／な夕3 tあり．池統i似とが洛くなる I2 クれ K虚（り遼加す名のかみられ rつ。 クぎ＇に国 L99

とトレーサ.,..スケ／）レ/).) 131iが0,3N の店級i広i危巧いし、 1() 芦展級イU1［毛？い I 叫滋え． T呼

をグ祉fJ,Oえ名 2 釘籍り多も，、1.,和士争ヤしうへわとこり．;i. ef} Ill 靱出 1·rt 1c。以レク‘抽出ざ
水た。 主わ、イ町狛―より＇）／i t渉秘）出す 3 わめ 1久グ累心巧裟認， /0 災“”今う冬i反ク／

肱H50滋潤／0 %紅＄〇3 姦犯心駆，ふ‘ぷひ＇、心H 苫それぞ4'.t I ％食り淡慮厨＄今名”
J: t.A" tlo.. oH をか化な 4 9 ％含む戊液 なと'’セるれも吼, 9-0以グ、伯いて、ふりまも蒻戌＃｀ふ

ひ＂瑾初:;t, O> IP)瓦羨化 l -z.？臼和 1喝紅吐 5 れ 3 ようすをしクベ尼 1 の，純稟瓜H約ぉ・ぷ

ひ．“'a-oH ~ i屯以 I 疇も｀う免i知印いた｝易位素も飢採考が移いことが｀和叫ぇ汎

づ‘ヽふりぎ也＂て 2 9紐生を乙 I) 色も（ぶ、約 9幻渭度が麦疹イ床）::. 1臣狛 1c ⑥牧ざ屯た。

ぎり如い 1- i: l --i Iり和り KI 'C l -z.加え、国炸のオ差作i和出した沈公（古、 2 回のオIり

出t" f• ％以ンが狛劣ざれ． 2 ®の渉抑出て＂？？％以);. b噂和/-:C~樅ゞ＊乞

クぎ疇輝~ l -i、 7 /(/)レ釦雇 1 i` I 翁 l枡ぁるいし1 ぢ町 l吼守’惟 3 を虹し。，3 N 
の活級 l峨渭 L f:.のウ、 0,3 N /J)危夏釦0~ 'lし 10 ゜！。＆応碍素水 I 以令加え、可？

”い加えt 2 釦蜘わをムり ~l 尼遣ャな旅 l 戸う可叩0,3N の店販加孔を加え

て 2 麟る、J i心訊 IC り l 1':-1 ）レ）レる浚i脅し虹303 お‘よび心叫令そ水戸＇’q-t I 
幻‘ヽ含むi足i知叫名加えt 2 0世知出tくり返した。このぶうに表叫知釦tわさい
り、珈出ざt\{'P:. [lll 社切バが？・紐祁ゃ釦抑少ざ水わ。 主 EI' として 10バの炒．1q、t加え 1 国

ヽ粁遺作を行允クたさいにい知出さ小ゎ 13II惰 Iも参虹·抽出りがy, L念tんt同じ‘1 あ
名ク‘・｀｀釦抽少のさい 1々は？い渭危が＠応 4 た。 なお‘，シの分紛 L た叫加 I，，ついて Y 終
久ペクトロメーク-- 1-:. ぷ')放射念裕のチ牙）パ｀ ／ヤ加）夕 L たと乙わ・ 1311 の｝終の多矛 1レゃ‘`-­

Y,..,.,敦 L ね

まわ、 いのざいo, Hll (J\ ,(C や芍 I"..- /) ~, -i L s ぺ名ゃ'VJ I乞中祁手投鍬しわチ 1V)レ級~を o,ZN.
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の雇級， ある、 1 tiM H のみ枯級 l麿降しr,-,1~ 粋》 0,"Ill ?K級ィt fトクウムう~i知 L 1つ

賓 10¢ の炒（f・'e 1 }'.,して約／0 弓ぅ＂ ＼加えで茨殷怯 I乙よりケ枇し，后プラクレつンにつ

ヽ l -1, C:r M 計絞培 lS E り祓射府をti叫夕 l た。）岳り＇ft'5 6季肉翌射 l ic;試＇料｝家滋t．的 l噂肉

盗吼復 Iシ 0,2N o>壕孤 lシ湛條 L rシ ;b ^ t'[1 1一却 1C クo, I 尻 10; 知に s,¢xJ 10¢ 初には
心必0, 13/1 の放印叫河炉れ， 0,/ N Ill 楕級I塙濱 l たものt'’(4, 1―杯に 27,3 ｼ I J,0,紆

に ll. I 1/ 10¢ 祈 /o ｛な 6（費¢佐 a }紅りが‘‘みぅ水 r乞
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2817 (9，れ）反，，l"'＾さ、口い 1、 rl、ム文h 来 ，）町＼s ^ “"3 "] 

杖紐 1) 象 k 理:1--)。8 中t tなヽ） 味旧＼ k1} 薗田in 1.)

I ` い的i')"'"" r ヶセラレータt.,.危t 1 1 曲iヤヽ 1\-- 'f' -111)" 縁と［｀／，，，霰i(.1りがぶ(>.J 2 
• 

雅外貧秦職~k衝贄し（、 咄As i (r, l}1., 9 反fr （い化杖ず 1 さヽヽ A q4-As 介化芍行り勺和t棟訊

し叫ぅ農囁 A t M A 碁礎帆利口ii ｝とt目的｝しt。 ：卜らti'1“"り勺和瞑熊射象t竹！；

屈l..- < K もさ小 1 争梗 n (,rt_, "“＾さい^ 1f，、`/ 9、fトム如果{Jすt~ I渇 M しれて、、 1

,,,;. " r " i:'.-'1レーし 9 ド} 1 衝笥 1iお• I （衝贄 A 9 "‘＾クーゲッ l、J、 K圃双＾ラ届艮衝腎
t.｀ーム＾ iネ 9しずー、衝釦訊厄＾化弓1fり＂い↑＜ヽ、すパ渭い事えら Aヽi。
i、 釆島透；クーケぃ ``I I・苅l 原しして 1す Asiし， Asz()5 I N̂AsOz, N位 HAsh t田 V‘ t。

Aい）g HAsz島 又ぅ農硝齢で賊ん（して＿心 HA g Oti-"心HAs()'t. 1 H7-0 £長望中（ょ佃
C 1, 一盾衣放置して狐峻心t A で貨 1 ， ：小しのターゲッ 1、絢頂い豆ばりを貸tしt r.̀ 
ーガー 1; 入J卜（一足哨間衝賢し｀衝贄いい k ドラ 4 r 4 入 E 入いら 1 一び‘ぃ遺
秘しtく。是豆キ 1惰衛齢t釘うしぎ 1ずクー r.`I l傭棟t i 6 "‘じ M 逓望中てよto cー t.,.—盾枚
瓶置しt A t打い 11、 1 ン 1゜＇り濱げ封入しk kいい国い 11U? I'-ll 祈雅＾直前

直賃しれクーい日直t f̀:,... 1 —い｀ k "｀い取，,iし、 い N 心 O H ぅ燈浪碍し、魯m
沌液t叫応、）kk 本 1 ¥う-ri輝t咋i陣直杯。 i)復ィ 1 >遠汰i仰釦依日濃
岬い戸、 9 1) N t紅暉浪しし復 4 ガ＞遠枷脈:!. Kl ヽヽ｛惰帥 1 1 灯汰 ii)ペー 11°- 7 

(l""- I、グ"7 1 滋i直//I—鴻 K'y量 n 討利し訊tっ，f i゜。い町譴ik t展叫恥し｛とり

れ順劇町 1 打はiii 9 亀氣淋［砥； t. bl N 心 0暉液i艮旧知してび詞厖貿処貨
tしf` 0 狐ヒい和簡pさt i打比 iV) 莉扉訊iくグ｀ネシペ滋浪t月、｀ As (W t“" 1 

叩広 V) ぅ暦は坤腿iジ｀メケ IL 1 シで二うムジ:f... Jr Iしジヶい Iい＼よミン甑地ti) 7 ti-心

い抽公 K ･ 1 As(11L) iバ汰i比じれ¥ぅドしt省謡口く＂1tAs 遠mt＾瀦伐 1-=- 、パ埠

シンりレージ 4 ン入ペクト n メータ， a M -n 9 ンク立用いt、 As ＾足見ド l"l :t.. 11 r すJン 1~

9しーしt t仰用し rく。 象ttヤ K ･ 1 i翡"(...しk （＾ク9 ーケよット八省枡を訊3tY.. 

3、峠衷i 1"eV,1ザ A "'伶"fJhK恥導伽爵 K ･ ? tり戎 1 5 叫As 11 拓戌蔓t永がf没悦
0ヽら ().1 血し／j lAs}. hr ｝いう位ぶ偶ら八{..,.. 1 。 ? ̂  1 ゞ情しふtポいれキの滋り頂口｀

S F 吃 A t恥峯 n、ら打t．街辮， a 伐＾ Asふぉ-r v 知05 キ 1 こ W "WAs 以外＾滋射眉tt
荻似 1 3 2 ｝式で 9.,-5 "‘フヤ<o dAAsbz. NAュHA、 0h tクーゲット勾柑艮｝しtしさド佐戒す

i _ 1-1--NL¥ r-1 _,_て、す＿ f氏罹＂：町＼s ぃ江しさ"1 M{1\、さい＾臼〖米＾狐｀正W 澄尉でガっt
o t［ぎ雅＾惰郎t 41.., t採東 I'ヽ ¥か 1i~. A:.7.. {)5 ドフょて 11 Lo MeV 、 1 哨胤し襄菜キ｀ド

1 んf i k ―い ()H `／い幻） ＾衝饒＾さぃ As （頂） ^ 1 q，，シコン K 呵ら”` m碍湘 a濯E刈
しかt, AsJ{)"3'I 心f\sOz., NL¥,_t-¥AsOi. l, フいて 11" Iii¥ -象竹 K が，fれ、翡,~,,'f｀ノシ 4

｀／ぶf， 9 く、 '1 千｀／シ 3 `/yいい氏惰 K 濃鴇 Iけい\'1れfi q、 7 -r＜，衝贈＾さ＾介 h灯復比
る訥効凍 l3 つ＾ 1 ̂ 殺紅t后 4 q,1 っt。
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2818 訊翫性 1 ン＋毛ンのイに培的行動

癖即虚放銅研
。評息窟閂｝椅乳可 Af翫膚人

(I) 目的； 虚棗磨吸中で｀の放射牲アン今毛ンの放射線棗L の橡構£廃める目か＇店苅f虎
玄外fっ1=-。かいわり涙射性アンケ毛ン (3細）這啜羞浚まょひ‘‘屹/J}オ旦体のみっ惹成
も祇料とし<. I これら(:. 60C。からの［線広照厨し／このf条ろ）反すつだダ5‘ （ア）ないし

3b （ア）の量む紅し／加il)塩酸濃度1-=- ついて /2応‘｝ （ア）の枯底速度と磁化収孝
(G 値）との閉仔、去し 5 べ＇た，

匂力法： SI, (]I[) () HCl 落茨（［戚l) = t. o ~ //、 7 凡〔 SI, (7/l）]=八之入ノ o ―り） ！こ
‘°C。からの『線文照射（一定線呈宰＝If I'f,... I 111内） L て，佳成 Sb （ア）左イ、1 7゜
n l::.ー Iレエーテ 1レ抽出,ff'裔'鳥イソ 70 [Jヒ。，レエーテ 9レ蓋祀後，ヨード‘力）ウ 4 ：点で‘比色定

昼して／ア｀／チモソの放射線酸fし牧孝ば値）苓末めた。
叫ン／叫租這応心（直）左和直｀肴さセた落痰 I乙，わ線広薇肘（一定線岳亨

=J./- 1 外r- I 'Ji,;~)して，庄戒＇砕叫げ）玄イ‘/ 7'o t.゜ 1レエーテ 1レによJ ·抽土笏紅
ューデ 1レアt非バ虐印嬬分析羞 I: よげt数文しl/lf釦（ア）の生炭芽濯加詞と
直魚玄梨めた。

(3) 紅果： 顔濃虔立/.tJ.....-... I I、fM 1 で(:.種たに疫えた訊料文一定怨昼季噂，射しノ
放疇麟じ収睾 (d直）た恥めた締累ぽ~I 哀の如＜示された。また／2ク詠（皿）；鐸
させり］玄同様屁謬附 L た紅足三(1lf)の汎噂（％）I/)ず、「数濯射涛間よの用
係 It直線煎イ系玄示した。こ"I t易合の IICl ；位）斐 k乎痰加（な，． Iュ心（亙）か｀＇”累皐区
れ 3 に要する呵向）との）日訊 li l司じ＇＜-;r I 麦，ばすn!Jて＂ある。

矛 l ゑ： いいt1,..l:の扉、 またオ 1 表(f) gィ直l::. I/なIf n 舶1,f Iヴ
HCし壌度 (M) g f¼.凸） l ／t五（n ）'l1―') 1 厨り妙 3 直絃 I釘祝玄示すミと Z 知っ
60 1, 7 2 5 0 0, 0 牛 O た。

7. 53.'f 1'1 D 、 05 1)(xx10'l. 
g9 3、f I s-I o 、 0 6 7 l'Illil\ザ

紅゚
臼 2.(l g 5 o. 0 5 午

L L:1 •I、 7 2 2 2 0̀ 0 牛 5 「:：卜 0
3.0 

汲j:, /2国（ア）の豆疇 11 挫係澤附線

棗い也チ，愛授，二ょ 3 戻キ紅応とに碁っ‘‘< /0 2.0ー→品゜包： ク0
x 捨諭され弓が‘，爪 A ．gomer 箪f)祁和甜泉 斗 1 固： Q値と 9 / t佐の l皿、
lごt 3 と 9 M HCし函近?.''友径逗度が最大t'’力 3 l::. 1 ヽぅ娃足どよく一叙した。
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2819 必核反応いし子的効泉
角拭Jヽ吋｀・ソ 4し必物 1 ：っV't(/)ニロの喜＼か

東北火i皇 埠）Il が＄ o屈毒菜粒

杖反ずゞ lこどもなって生氏すら反跳原子が．訊」し今灼 I• おJ｀ばす効泉．なかんク< it'..,店灼 1 こ

お，｝る re如払れ畔鳩 Iこ困して (1 、ノ、ロケ．．ン此な物t中心とし 1 ．多くば（仇［）反応の場合 1: つい

＂重々翁試されていみ、こil liJもの枝反氏；過移、 1滋ク化、§劾泉t追克し('1I.i)反氏の沿盆ヽと
I/)反就エネル封・ー．あみ V‘l1 該反応過程において化、俗·物のおガ‘ftら条汁なI'... l7J 1且臭 1こ由来す

ら哀．験絡泉I/)オ月具を比荻検討して．その桟講t ~角））i自なものとなし得ら↓ Q) f b みう•こ

のような立場で・みらt .(11.o)反応の追俗.[ J一玖 l: j..__競、エ方 Iレぎーが大さい(?'l.2'11)反応 1: っ

u‘ t s心er らが試みて I' ら研見｀さらに c o:n.)反応の場合につレ,て(/)応知心O'ltりの月克は便昧

浮、＼‘• しかしながりこれらはいっ.. tても肩救臭素杞浴iりにつし‘1 試みている＂みて．．．虚表此伶

物につ v ての (5,n) 反応の北§効泉に紺すら例はi fご・なし‘• (n,i)反応におじても虚素 lし公物

は．jとの）、ロゲン~t'.,伶物とは村姜な楳柑t矛、す(/) 1...(O.n) 反応における比f効泉t月記臭. i ~l'... 

合掬 o 場俗． h んいは (n.f)反応〇場合し対比すみ a 的で‘,:..三の検討t 1Jった．

9長素化伶物とし・ 1..,,._ クいし）チレン (I），四虚4し戻i、 (n），かし 1゜ロビル(lll.), t月ぃ照射は東兄大§

25 Mev ベーダー＼｀ロンし 4‘ び原、 3 カ研免苅.20 MeV LIN A C .t 9 (/)刷劾妖射緑 I こJ;. t 
(!)狼良は前§ではiO~ IJ.O 公i1L, 1支羞では 5XIO‘ 知のふのを 4史月した．及貨jfラスアンプ・

ル中約 l へ2,- の試料をベータートロンでt1 30～ヽo か Iり L i NAC(lll tf,- 1月襄、対した氏．直ら

心成緩ナトリウム水羞浚 1 こ↓｀ら油i、t 1す V｀．忍巖訃瓜象t未茶友身に移し．が紐I'. JA'-ｷｷir t 
から．それそ：れの杖射化を瑣＇ほして、肩様層にお 1fら reえe心＇””をiよした．こ〇核反応逢私て .. 

は 33. 』かの 34"'C£ と同吋↓こ土成する2.0.4. /;J-(/) "c tんヽg1 して汎息Cl o ムし：つ 3 祓射記を利たすら

方i広tとらればならない。」し夕的にこれらをか判した組に測足すら： t :/,分ぇてし、みがか

良款1.ヽ・は、ガンマー、スペクト-a j ~クードJ.み方泣をと、った．

肴楼層 1：おけ h re1叫五はJI.〉i)皿 II Iり夏 I: T•• 9 ており、これは (71. f)及応の場伶.·t 111 ~俯 {a t 
兎、した。月種杞俗物については('/l.[)反氏の沿伶 4 り＼‘グれ↓あ v 扇e心五払t示し．こd).iう

な、結果i.1臭素iし俗掬 1: っレ• 1 t1山r,J.. son らが(i.'1l)反応で： SC和ler b が（n， 2n)· 反{,.,· t訃t: :/,のと

爾様であQ.さらに豆浜の妃． ot, -70•C K おける、，＂iをおこなって． 7品戻効茶i:..., 3 検討し 1こ・

が： rete叫れl l：顎屠．な文化しを認めながった。 L I N A C /: J., 1 、疵射する湯伶．釦：杖射線分

脩が危屈、されらの 1直射皮のJ!Lにつし＇てがスクロてトク｀・ラフ 1: Jみ分肝生貞物の検出t氏

h f：が行.,. f: Jうな史、験条iキては将 I：着しい汰射線んヽ絣ば褪わられなが，た・瓦'“、ふの

肩楳応への丹絡俗反応が、我ェえ』レギ・ー嶺成1...起ら↓のか． 3 たはそ k ム'-,高し｀エネ Iしギ・ー賤

成 1··n h れら↓のかtいうことにつ V てはへ及i: 1、カビンジャー安ヵ表i：よっ T 践別すみ方

i広がヒわハ 1 v ら．j 1こ））獄j本中のか和を精細/·:追免する： t i技反応のit'....§効系i：対す

ん知見t得らため I: f奇夫で｀ b ら．脅込I/)武ヶi: : it 6 II)臭からも放ますき坂え比火Q)凡追
良、険関とi ft rt..して方象を追 h ら．

1, 
9. 



2820 放訂桂浪麦(f) 4しぎ的妙象 1: 貞すみ妍尻 （初 3) lfCe -*Pr 牙、 9 一ついて

束尤火往
9
/
9
9
ク

ー忍
. 

ー‘,' 塩 0 ）＼木企冽

命土姜真允素におげらベークー疫麦1/),/し序的効泉 1:)月し 1• II 吃（：花認四以s, C Cor)e1l等I)
が限Ce ー／布糸 l:9ぉサl;, 1 セテルイ乞 1ョン株戊にク v．、て、 l fこ？知わror乱，夜，H.疇s 牙2) か
"]b -199L1/.矛、にお Itら E D• T A 柑虚 1こついて放討していら。

前対 11 /44 Ce -アと手）レ 1 巳トンのベーダー浪史/:おいて 11.、力の絡合 l1 本質的に 1 1. 1n 絣 3

れず、 つざのようなff.....応が起らと推足した。 1勺Ce A~ ―~叫f. A社，8―

逼1') ITJ 1'セテルア乞トン 9ヽ打たしない場名＼ ／叫9BA3+ t CeA3 ー＝ 1％山t CeA; 

過ク1 (I)ア乞テルア・セトンと水fJ‘呑在すらf易合 叫i'rA/ t HA=叫PrA戸 H+

I牡r心t 3叫＝］甘4-HA tOH-tH 0 

一方 1" li '77fb-E P T A 壻点IJ)、ゞーター痕支に K' し｀て 1i ·篠：及、 3 何Lu のうぅ長犬反足

:｣.. }f Iレキ．．ーは約？． l ev t••おら I: :lかかわらず｛の捻合 li籾利 3 lｷl t §り 5 i ～よ？ i',の /7t店を検

ぷ、雑認した。

｛こで｀呪e(JJ 8手）一困 Pr (/3 、 8B) 系およーが呪e (285 8) 一：地和（ /73,-0-)芽‘(l)ヵ札力れ呪e -, 

ぉょ‘が'144Ce -E D T A 坑点、 I~ おけらベークータ哀支の /1し d 的効茶について枝討すらことを合式

みf-c.

14-3C.e l/Jf.4- MeV べ· - 9 ー痕支f姓原 3'屯I!)うる最f＼反罷土矛 1レギ- 11.約／2·£ ev t̀. h り

1砂Ce 0>〇.32MeV ^’ークー浪史t慕象 3 1砂Pr /l)うるそれば約 I t e7 1＾ある。{ k も文; /J)移□ IJ)反
跳ちネルギ・ーでは｛れぞれ1/) E D T A 知飯 1< お l1 b 姥店＼ 1/)夕1 刹 I1 全く刹f奇すQ :と1J‘で｀ 3 

了ぃ，

良験 11,X 1/) J｀う/:しておこなった。 1今うCe l1 J R R -l 1`` 、ヤ桂子衝臀しf: Ce(so山を利凩し

143rr t合iゎ呪e (]f)・tした．，糾Ce 11 該今製生成• :Iりがらか臨§れ 1: t /J/ !利月し 1町Pr 1i /}j-

紐£ず呪e (11!)とし 1< 。
それぞれ絢崚され 1こ長Ce Iこやぐ邁刹.:\ f: I .t牙足の E D 丁 A を加えて rH ｢ 1'’1 /J)靡点を

形成 3 ゼ f易 A オン文捩樹翡 1 こそれ｛・れを迫して*Ce - E D,  A 柑 rゑ(})みをl)J-線し↑こp
ぇりれf嘉板il143Ce 束/:おいて (1 約 I()0 時閑，糾Ce 矛、 1: おし、 1 (J ｧ9 2 丹間星溢 1訊星して

1 rt f /-l If)嫁t i.成、 3 也 それら E D T A 尻羞 I'h いて姥必をヤf}断したナ Pr が主成したか
もかを瘍 A jン文捩樹雁ぱあらV' Iよザ紙電気沫勧｝ゑぐ紗直し．•［こ．

｛の捻泉 ~Ce - E D T A 坑屈忍た対能を狭と文化しても jた過刻 0EDTA2 念Jぬ
渇必 Pr(lll))!,!い条厄して俎哀を主成させても 」「：その淡置猜閉を務々麦此ざピても惰

4 オン 11 企＜狡よする：とがでうもガ‘った。

1) R. Eん姑紅d..s, C. 伍り虚； A E (. u -.so (/?48), BN L -C -7 (I?4 3) 

2) P. 6£外血or坑， ?.. H. B紘s ; Ca?t J C礼e吼，立， IO49 (/ ? 6 /) 
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2B21 ‘‘zl?の戊粒手 lZ“畜反応
飲枝研ネ，軟痩 初I背賜＊，齋巖信房，，騨］久犬嘉薗 1}J ,0位餘化
僚研江 長目昂，周届勲，叩環手＊＊

I. 目的 核反祗遠崩対「すり隊、之 8 棧．倉絞の庄咸と共 0 崩娯とレて痛魚すり煽令 nばり
応 冨t /“‘と ‘‘zl7+a 反応lZ既いてば、いず札も如IJIU社布萩とレて少す’”こと
り＼り、此 9 ニクぅ反応の.dl7ec辺c cr辺忍cん．on 成｀い l1 年 Cl'/.、必忍C慮9 ｣ t頃検討すり
：：とg g的としfe ． そのため 4¢ゆ磁切加thocl J用＼ヽ励絃エネルキ99 - 4OM'TT以下のエ

ネ）叫共＇ー藉叡戻験＄化に。 絡祈(j)”としては、或雌庸エネル牙'...- l窪l"
伊巫'c rel7叩 o`刀 craダ忍Cん加クル＆叫t餃すり：：：と、わよび G. Igo或‘l ヽ lJM. Sh叩ir，ゎの
疇nI り求‘めり麟砂 c！辺忍辺on“，1足しtz各ク/¢c逸 cr9必忍必＇クヵ疇和とレて糸り
f2 麟i cr(I必忍Cf函と£比較す伶とと 1乙した。 今 1犯乳色レfZ反応11沢の通りで＇わね。
盆（り）‘をど＞‘盆戸辺）な，窯？圧）‘迄，乞(”77) dね，“吟92J7）盆霊少血）唸na
閤¢加）芦
5互a,l7)芦，乞(a.2ll)な，必か（．a，3l7)公，乞(g,/l7ノ‘盆，乞（（％吻）沼わ，、島 (a,Jn)'}n,
必み (,t、物） 芦

E，戻験方武
照射 (1 )590-a十ク反廊、 東大原手核研兒河のザiクロトロンの FM?ro/’” の匂Kr屈

厖加 (~0.2尻）＇と周いてぷac/(辺如函辺噴射と《乎 7 tz 。

砂乙．．疇）司1輝瓶戚‘O ⑳鴫？氏｀し＼ば乞辺3 [ Al foil J:._ 1：：菰枇付着さ牧
fl も 0 £便月。

函吻勿 rヽグダ・・・恥界ヽ血？ £侠屏して走めり。
釦ヵf幻… C“r雇呵r頭r ふ使用し？是めり。

<2) 6~；；刀＋ a 麟J司J:.ザイfばトロン「「吟加の珈砂必加'am({).3~o.5µ4）と
沼いて心屈ん、乍函疇射；己fz 。

房クet ...“z”S 厄のfoヽ’l .J:.. IZ 倍着さぜたものふ1戻用。

函加窃吻... S'li.岬労戸呵cr 5 計算して足め后。
珈戸伝．．．（ 1）の約ケt)月楳で＇ h り。

化咀濯巧e叫加¢れ＇呟と妥JZ 喝絣し、紅リ疇り様な 4じ化綬浮 l 'Z- 1衣フて、
文々の元乗ふ介離し往。

Ge : GeCi4 として恙寇 Ga ：虔絞舟虎かり lSOーダ守’£函r によリ 1紅瓜
窃 w: 戌ィオン灸硬賓祖z より chro”‘舒rq,Pヵic ei砕‘on

剰足 U) 炉 e加＇厖r （盆芦ヽ知，嘔，芦）：和知／謀の）司将計荻わよび 1;99如 299
Nol 裔晶£)月 Lヽ rz 4cintt'ilat初如頑r

(2，ア五雇(‘羞 ‘0Zl7); I 桑泳 x2n Ndf諦曲g月＼ヽfz 辺eii f!I芦必＇加‘lia伽

“'“ヵter
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皿．実験柿果 t切戻療“"豆して得ゥ
札た 2/ecift'e r年知 cr、S3 年ん｀初 1ょ、冴，団
四ヤ 2 Jj] 12 示してあ 1a 。 をfz.、G./gtJ d)計
1 iz ょ b 紐t cr、必ム必伽ど＂比絞li、茅ろ
団iこ示してあヵ。

冴ぅ団 ／如
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2822 “,56 
んの加匹る反応

“Jf＊舷愛 ゜和／践‘““‘”犬畜lf1]'JJ舷汲屹
食浙＊＊ 声乱衷晰lfl煎勿井没子”

悩｛Zよみ麟I項1訂灌炉該1;J:ぃ志fど I這l鯰lが少なく、その反応誂椅12 ついて 1-;£
枇裔さ之i和1フていない。 渥 1;r-f爾手ほどでばないが、好合エネルギ＇ーれ'.J.-h さい粒手
(7.7 砂7) であクから、あ紅ti/)反応 12 フい 7 は直持過私と経白す叫校拷尻予想されり。
クーゲ．ゾトどしては瓦廷 l 「z咲箪（天然珂依元景級的）と厨い、 54んノ’‘んに対す“}J

鯰救と求‘めだ。 黒射紋子敦9紅 lよ届函’ 咳)(z姜加：：：惚ゑ受；直t rm、、グル
“0恢界，花鰈1：：ば井ナ疫 Na/贔い用いたア保シンナレーシ 3 ン・スベクトロメーク
-、 Nof，坊贔二im)印由像羨星い恥百肛靱針謀のみと計紋すI;;荼盈など＇い和 l だ。
釦厄紆果＆ f這系しに。 天然）日 1訊麒り.-'f,,y卜い月いてい町たり lZ 、
“后（切'e,?) のJj)J起函数 1こ 1よ号る (We//) 反応 O寿弁バ｀加わ 7 て［ヽゎ。

咋e+3He
/I)/)I) 

or• 

(...b) 

/00 

/() 

r“'“` 20 2S 30 

£、aヽ (Me V) 
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2823 線型加速器忙よるトリウムの制動放射照射

原 研

トリウムを高エネルギーのガンマ線

で照射すると，主として，つぎのような

核反応が起る。

232Th(r,n)231Th贔231Pa 

2 32 • 23 1 g- 231 
Th  (r, p) AC ．っ Th

1s m1 n 

Th  (r、,f )F.P.

生成したトリウムー 2 3 1, アクチ＝

ウムー 2; 1 は，それぞれベータ崩壊し，

プロトアクチ＝ウムー 2 3 1, トリウムー

231 となる。

日本原子力研究所にある線型加速器

を用いて加速された電子のビームを白金

コンバークー忙あてて，制動放射を発生

させることができる。これを用いて，上

述の核反応を起させ，トリウムを核分裂

生成物から精製して，生じたトリウムー

231 を確認した。

中村永子

照射酸化トリウム

I 濃塩酸忙溶解し
硝酸塩にかえる

9 N 硝酸溶液 50 笏 TBPl（トルエン）

l —「 I
50 佑 TB P層 』と厘ー

I 
{ 3 9 : : : : : : : : 

濃塩酸で 2 回洗う。

|トルエンで 5 ~10 倍にうすめる。

10~s % T BP 層水

I 1 | 1 

有機層 水層

（トリウム）

I トリウムの精製操作|

照射には， 650 °C で焼灼した酸化トリウム粉末をアルミ箔忙二重につヽんで用いる。

一回の照射元は somgである。試料をしんちゅう製冷却管に入れ水冷しながら照射する。

照射条件は，電子ビームで 19MeV, 平均 37rA, ，制動放射で約 10• レントゲン／分， 照射

時間は 1 ~ 2 時間である。
照射後，附図の分離法にしたがい，トリウムを分離精製すると，照射終了時忙換算し

て，約 2 mC のトリウムー 2 3 1 が得られる。半減期の測定，ペータ線・ガンマ線スペクト

ロメトリーにより， 1、リウムー 231 の確認を行った。

上述のようにトレーサとして充分な景が容易にえられるトリウムー 231 は，さら忙娘

核種プロトアクチニウムが 3Xl0‘年ときわめて長寿命であるので，トリウムー 234 よりも

便利忙使用できるトレーサである。
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2824 T恥叫ol人 Detecfof I：よクトりがバ~ JI．みポf中の中、I·叶森釆帝辰り頂’I 定

立た原、研 0 t村屹 Ifし 石）系氏仏

中佐チ放射瓜介筋 I:. が1 用士れる校反 klよ主~ I "L お•そ •9 ・ヤ、7，主千,~.I=-る T 、 r反＇応て｀•ある．

しかる,:.,原子ボf•ヤに 1よ多かれ‘yかれ HeV頷嗽の速、ヽ＇ヤ仕．千が央存 l'. "-,f "、人 り．m

な乙ーの面'I 仄た以起士と， n,r 反た庄月、，る放炉Lげf n ガ＇宮しなる。また， 庄 I こ 9§ ，濯ヽ 9

元！、つ＾ 1ょ， 二れりの S1・応た＂放射此浙面積がかなりぺぎヽ'= ""王利用（た、度・中佳子 1二•よ

る放訂化が＇枚も可能 I:.—なる．戻？て杖討／しり＼材fァイソトーア゜の製造Iこおたっ-z.·.原子炉
中，しあ‘ける中 1ヽ生子のエネ Iレや各ーゲ府ま大まか 1:. •てーも知って 5• i二とが望まれる．中ヽ庄子<I)
工た 1レギー介布 1ょニュート Iフン人へ°クトロメークーにより正咋,~咀1) 定てーきるが，＝れ 9こoJ:.桔

当の経費も 1｀かる l, また），夜キ．ガ，ヤのぶり,,,る舒分の利定．立す、：：し＇こ 1ょ非掌な困賣色が古

．る．ペニ-.,• I 迂 Iこ＂・f ".,J.. ",2 バs:しなと＾の l き、，値 放it IL新雨杖が見知な元棗£照舶 I

生じた放訂能 E 須I 定 l. L ぎヽ）雁払上のエネ Iレや一の・ヤ性千媒束寮度t笥定する二乙が考

ぇりれる．二れ,,応叫l4 Deゎctor る、ある。

便 Ill L た De和ふr に関するf麦データーなしが,:態がイ仮杵左f—衣,:.示す．

矛 l 表 枝デー 9 なりが 1ご~·""た1手..~ .. ~. 

,g、.(J. 肛 俊杵 杖 デ f 
ー・ ・

.... 

痛 質 主琶 /出/<VI力) llf h1 抹表反応 チ杖訓 釈化郎面積 しさ(~ヽe..）v4)直.. . 
(Iぐーy)

嘩低．＂おう 釣 /0吋 I O O 3 ヽif•1 a芯四）守 I'I;3 11 ヽ ox /0 -Jｷ ぇ

--

竺十 £り;;.o,.., i / o ぇヽf間 咋 (“‘r) J2p I'I-. 3 a o. I 1 
,, 

9 / 
,, ,, 中（べ． r ） 9/S i 2. ヽ 3 0i 3 OX/0 -3 2 .. 

M (9"”ヽ） 'f~20.., I 20 分 力し (11.r)1L 2. 2 'f分 0．ル／
. 

I/ II ‘’ ” 2ht o. f)衿 9. .rl 分 ~!)(/9- J 3 

" 
II I O O ぇa"i 惰t (71. ,J.)•W^ 1.r.01 sf ”iメ／9-J 3 

割定 2 行フた主な喝所 Iり退彰、試粁楕なりが,:免送培てある。週転試｀粁楯 Iり9 か l叫q,,

灯 7 1 イト反射,{f.. I)上位 1勺佐係てれ，仰ケ沼r の療れヶしが月 1』上、こ芍閑庫項と宦~士れ，そ

れ r れ" 1L Iこ／よ上下えイ目のキャ 7• セ lレが押入るぎる．ゲ0,fl籾fの照磁，ヤより心゜閑麻 I: 8 
他り孔ま啜炉， 1 小孔へl/i l：応叫l4 Petec恥 た入1/L, tt/,t....の 4低件 I::. で 9,"iした仮、生じ

た放射能とマイカ靖急型q M 釘数管立仮淵 L, Jjl) 皮 L r:.. 。 計赦劫字，よ格化カリ，ヤの衣Jこ

よりffった。任れした、）ふう Iぷ） ろ致左，敷＼）た＇店｝皮足の中に移 l, =-尿必炭ぇで・つ参小 l,

が履，計臥 l た。ア 1レミーウヽl'りりい l月、） 0及吹，肛緑と痛き，やの放射能広点めた．峡

術した NH午凡 FOy- I よ， ぅ敢り敷ヽ） r: 割定皿に移 l, 温I人 1贅か L た後、税緑 L, D.i. cヅ

如e l:-り 31)i 'L 守 ，：吼尋枚 l ， 速｀）・ヤヽ／毛千とあ、ん ,1 孔爪乙 C) 線束名皮；印 Bf，こ［定
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ア Iレミニ・7 A ，よ競釘使 IO り‘J大内，こ唄り定皿り Iふ，j`中犬，こ叙'、 C, :j II 定を闇伐f b. 30 秒

7" 7 I~ J.,分悶隔プ訂赦t, /!!を射位／叶間 4iまずま「政i行う．応y叫¢より和. "叫と
，；絹材ずる。な 6‘ ， 二のぽ，望 8 の打政竹よりこ始，t t 3 放ji fE d)林‘正之ffった。エた，
如n．人）よWへ 1: 7 ヽ）-t,. Iよか）拭枡 2 拌 1 、!."i条Aギと史-L "-. f)むヘー／凶パ より吐いt終 I 直
牧C1)窯玄菜勾、 3 MeV 仄.t..")逗．＂＇ャ，t主千つ紅束名皮＂砺；足I二＃l 川（た。

遥靱mt棚の水デi向")ぉ＂,-寄戊の査位'」也に，上下す向の史 A巳に!るために I I tな

b が,: :;,./番 9‘た釦LI二は上 F 二紋にヤャ 7・乞レ 2 入乳．田・f，こ照計t行った。名た二0)"'I 

定＂吊凡I主こ横古すすiため， ＇司 l“ ヤャ 1~ ,e.. Iレのな b ヽ＼ l司し｀屈営に人、~3 イ肖 "'Ve-如t。↑文

入れ、；Jll 定i f1, た。

主た．気這忽:.つ＼）でば,s-.,,.,_ 11)叫 H..po't t. 10 Kw--H ，，，出力ず， I。/,間照射 l, Veヅ

如沢 ょ，）やとJ/5I• II)州枡 Hfフた． I ・"'.”””忍ァ 1レミーウ↓I/よ 1 k W £ムグ悶星All

叩‘t叫しより＇ャ、r£“"磨皮乙禎1 定した．＝れらの佐戻とア人ク、 l:. よtめた．

した。
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3B25 杓令製1J‘'ス，こよう日沐仄知ヵ研危． ふo t斤も2(}3 4 は応

日本府．} 7J研危flf 命吼，托碓

“，，トレーす玄乙＂ ＼広ガる元索み輝如、力る放紺性科佳を｝し一fとして拾 4 元令て
令這復I) lL 浮 8q拳勧をも究す 1 ， こり方絃 1J ~店，洟 1本，目体拘復＾揖元羨，→道1f1オ
れ，｝れう 4 ""沼 4 迫克を行い、入たりり 7• I-ン，千-t. l ン， 5 る、 I Iパかntl主
詞1J'うが鱈｝屯ラドン 1 0-- l 3. ~ぷ'<,;r石休り物須的肴初 h 迫危ぶヽ可能 z、あ 3,
放け口体元素 4 潟釦 Iさ又他のi hq、2 も｝を叶し 1阜 3 ． 入‘;杓 I頁 U9`i切牡打外t各ず｀

i所im ぅを 1l 旅炉枯~ ~ Iオtも合し、 ).れ｝方打廿tま凩介がIt.名作月；悴りりfL し，珠今／秤
り命？｀｀スの碁釦 It｀莉復，全払 I こ 1半ぃ故点されi放打荘希IJ`久 2 也紺、すj, ::.し 1こよ ’1 ::. 

h 9 訊の羨化を追也す 3 ：：と＂可能と｀冴i f 

0、 H入に II 1‘ ヽ遭ふ•ふ 1) 放炉巧｝｀ン 4 親物復と困輝末し乏 A 体さレ 2 、l{J応表
＂ふよ加を 4 複化，年 9濯迂＾笈 IL I 化床箋｛(., If)体仄和苓 A 1f虎 2 行？た，
秘吝危tJこぶ｀迄Amt 1.,_ i`‘‘1 放紺性ラドンり代 I/ I こ 1奇，，秘及諏：より椅冷令主刈］りを
国体蛉未に合材ざし z 祢:~,f戸't. Jン 1 トレ／すとし L 1Jh 凝輩線 Iこ 3,I 衿体り蛉晶積えI)
愛化，ふ醇，痕水，麒比長元及斉 h 麻祝を 9了 9 た． ぷた 1V 義柚縫ほ蛉未，粒痕今，市、締

晶＾不懃，最荀積，菊肥理手をなみ稀杜復Ic 和り 1 政応｀ド打応 13 こしt兒出し仄．
ぷ戻恥こかいz. Iけ裔化豆船ヒ徴化¥二誅、し1//反たに和玄t‘直咀しz.'i I)反知且社t、ふ挽

的，：いレセ。・ 1 国心鈍し絨 l」〗:::.瓜り応炉生成条件を蒻/J..定化さししい揖
沈恥をし応伶l生し 4“i硯象した， 卯秘』滋り令七゜- ?にt、 I l 't荏在すみ柑り炉l．史
I'- IいA鱈前知用いtc.

爵｝れた投果を手とめ｝とっ 9•4通，I'!." 1Jる，

I), 醸化亜釣し醸パク匂紐りな二つの道稚 Iこうヽ 91 2 達 1fする． 部 9 炉f} 0° C),J...f" 

瑶倉 r 不、こう及応遺心 1肛穏輝戚厨紺麻し、吃か If捻ぃ 2 1i-こみ仄応 11和心れ
" J,、fl:.，こで9 斤；稽it亜船 A 格多りf也蝦 IC よ 7 2 名 1―ヽ；反応し推庄寸ii\ i-. 
ぇ）｀反応によ） 2 " t放出し T↓ぃ団休反応心釦9観享耀澳逸当fょ方弘ヵ\" tj... l.、腐氾
故氏］、翌 I"'-~店す；印本及｝吋 h 爺穿t極 h z_月囃tふこと）され'Z-、`た1J\｀本茨，こj tl 進緩的 1：：

＂すふこしをf9 た，
ラ）、放訂杜希ずスを卜しーずとf 3 固析及｛rh 現象乙｀｀ Iょ、 0、版k孔釘伶を用いi方戎か 11.伶
り放出心及製虹黎我こよ｛）放ふt爪 3 か、木；広，べi 3 鳩合，tは放紅i屯手で）、／i濱孜 4 み

によ！）放哉 3 が， 1 た K A 鳩令り釦が A‘ 窃サ＼’ct}むし七i nj ふ吸b£" ^ 1碍塵に虻蓋 L I..生す｀＇
るい h りi tli牙 05itai bac勺ro u4”も芹、亥 1 バ怠戌之｀仄嗣彗 4 逸灸が可応ぢぅ．

100 



3B26 融誦檄中のい荼動にフ、＼て

怠手1J研究灯 這い霞陪止、州滋

1，ビスマスに臼這、射を行なうと2.(>位(/J!Jか）ュI(1g；旦勺遺麟 l＜よりz/7孔之
該‘する． 2／9乃が‘d..放知和｀あり，ホ゜ロニウムボ｀肴春な元患があっため，ビ｀ズてズを
危泣冷玄f校よ □1史吼すぃ喝令 l違，ビス＜スかう n連統餘却知 1輝直まれて\\ 3. 
ヒ‘‘ズマスかうのホ°ロニウムの違統餘却知一つとい：疇知幻紅｀走えられ-z: ¥¥ ~ ii＼‘ノ

O I屯雌輝戸麟上へ木°口二豆瑾幻固定させ 3 ミとg検泊誌． 今国啄節
虹i t k心Lし（い共砿麟物釦術公釦｀‘ズマスと可計がボ゜ロニウムり今島融釘
の記゜ロニウムの台金，錐板への莉此招詔痘づ＇ぅ姜、発したポ゜ロニラムの台低鍋ハ°ラジ
和v 脈瓶への患羞 1-cブ 11 澤町~.
2, 既如量" 2/、名玄令バ叫ビ‘スくス瑾碍釦温度均゜¢）ァルゴン雰輯わ＇’よ
~7 蒔 l筍印m -\:tた後向相屯屹れい｀‘れサンプ°リンゲ‘し ZI，ゎg足量した． 今貌争玄計幕
謬と：：：：ろ b,/~9．えの値があった．

3，比知曼のエ／p?。玄令んだ‘靱絆虞：：：り峠這しア）レゴ｀ン雰戴中が食知了夕屯/·=.ふタ
叩係った後，台釦松を K り出屠 cou点位｝を行なっ乞祈よした2/ef゜→量之釦めた。
また匂金板幻液す前応＇、釦貪去サン 7゜リングし乙;2./P?,.、の蚤を加めノ塩か‘うが”fo

遣広量之来｀めた• .:::..の綿果 3 時庫魏戸勺~ 1 I云＼‘'／砂多衣匂輝疇出す 3 :::.と
が｀わづ＼ ？た。 堪麟均゜C: I墨括ゥ 3 ：：：と 1手 :,..{O和り軒文景ぷ噌加し茎ましくな 11.

＃．蕗知量の 2/0f0名令んだ紐軒塩をアルコ＇‘ン雰同じ＇種々の温度 I= 3 時 1訊保多ュl"f>.(Jク
揮発詈玄派のたと：：：ラ約／嗜ヮ値~をしめ誌， さぅ l：：：：：ガ‘ズ状ホ゜ロニ和ムプ況以諏（白鉦

鍋ハ゜ラし‘•ウム）飼J ¥ \ずれも至叉玩の 11版）へ蒸羞戸創令と金扁灰の湿浅り即紅
いた。 例えば雄で｀ 1 -f. 300~ f2/) とが約呼んハ°ラジ‘ゥムず/-t:..3/0゜こ乙｀｀ヂI多があフた。
しかしパラシ‘、ラムt``I＃最恥星着弄万吋戸和晟虔範記極めて七ま 19.
ょ ュ19r，の七｀＇スマスかう枷餅盛へ吋虹争 lが連緩除去法心 ll ~ };_ l 乙は今配和｀滋11.
しがしこれ心四k t遠薮化ナトyウム玄用 9 ヽ 3 ;::..!::. I-::.~ り改姜され 3 と期特づ礼／
現謬町であう。 手在一度釦抽心されたホ゜ロ;:::.ウムの連続除去 l屯ゼのまヽ鑓紐
L 違虫ざせるすi去？＇1{ 茎発浪て｀’{可能と考えぅれJ. • 

ゲス状｀ホ泊ニウムiT}金紐上へ笙屠した 4 n ほ，年硝酸、水て｀花i舟しt 4 磨出七す＇’/痘
iじ討ロ::::-ラムとし乞箋着したも"J'Z"Iがなく／金患板と反たを起iて＂ 3 と考えうれる．
双‘炉ニラムの茎着卑しの甦くな 3 錦板の：晟厘 4（嗜よ湘9枷史/<=租めい_![_ I ＼こ.!::. I~ 将味のあ 3
::::.と-z‘あ 3 。
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3827 企恥表面 v‘ ら＾ぷ°炉ジ、か蒸免ドっ V‘ 之

ふ東北ぬ

｀も尿甜 ゜係叶重春ぷ 沃負疫杖” ぃ 4 派男”

/ 梗々の企属表釘 lこ埓ぶレt：爪° \:lクウムー Z/() "ふ痰 Iくわ，ヤ a ゑ“" 1ごつ＼‘て知見
L 碍 1 ン.. t日約レレ Z 7欠が・亥、験t行，tこ．

る Pol；；臼然杵知放 lてよ 1 ，移洟遥綬希天 b‘ らJ/,_、 A1 ヽ は， ptが萩¢私ダ”）上に星捩

を着レf"も m し用し‘f< (ft <JI場合はが索鹿和落茨ゞ；；科勺入ゞ立 T<) u ::.. f7'企函禄'~- 1"王
3ら，，，＾石英管ド入り如祖f羞飼 B よ択金局うラッ屑,l::_ J;通 V て絨表tヤ今恰~ v iワ AY

＂｀スt ／え療ふりいffゞ・り，祈史羞良で、 I 峙）肉如栽レ rs. 如禄快 I~ 金為扱£駁り久レ

加暴莉棧の？。り""“"ヤ～ら，如裁没複 I＜対すゥ設免曲絲t }臼峻 v ャ． AY がス P P‘ 

わり I"- 痰永ャ‘‘久i; lf1 、ヽ之l"l 謀 1-: 数危消録 2 永・if, fc • 

5 ら lく叩嶽前後I/'企馬杖表⑭ tず／ } 1 才‘1 1'’ ラ 1 1: ↓｀り視泉レだ・

o;. Ar サ‘久雰囚気'f-t-· (-t必， Afが灸長釘サらl/l p, r 蒸免代よくみメ［：知t示レ， 伍t如↓

ャ｀らp、＂恙免澤がら rrｷ. . v-↑が。湯合、i iり・レ前萩之、半か11' Po ゞ暴泥 v fく図、09°C

l：ィf 1 K Af戻釘ャ‘ぅ裁祀t 1 jl l 令かぷザ‘氏-? < tfり， 799 tさ（す／ 9C ダ O Po bゞ•/1心‘$“

レf"、 か伎紅ヵ‘ら。慕、もb4勺り＇乙前荻ぶらぶ台才っfc -1;•·、福：及11'J:...昇 1< 袢ぅfっ之冬」鳥

羨、もゞ‘進み研℃そ Iク,;,, 伍C そ• 9バ 9 7ヽ ゃ暴免レ，． Af, ;,/, ~油合レ l冬メ） I I/'出さ晨ゞ｀叫ら
f f2.  pt戻苅 b‘ ら1/1椒免（太＼、す·が n 湯合レ苅戻巧 ’1 ヽヽ o t l くわし、マ冷 If 1< N 渇．n らr- r-ｷ 

/ ”紅• 7 y、社良，后‘c.,冬が,j, V ゞ蒸兒 v ffぶ， Tて・

ーズ綬素索困気~ iｷ 1も rャ条面 6 りかfo か慕泥 I令 AY 印より 1瓜ぃ凌亥之｀起 1 ／ クが豆勺ク
り麗ク・z-· Iな. JJ,·t:-鈴淑免レfく、 .-t t~ A戌匂 b‘ うぐ P AY 叱レ< S べ之：→po かい心 1
難＜， 砂呟（ぷ（1't /,..ど雫慕、杞 I t終めらいす， ん砂l= L \‘マ d 灼＜ 1o 之9 9,  fて． 級未炒困烈

平分、［す／c 原チ l 含 l )i. V マ絨］ヒ物t私汲 v~ 慕危す 3 {i /11 K 易ぇ； t¥. 1 ぶ'、 Ar 叱 I"- < S へ 9

レ文淡企約 1＜令っ忍も及浚↑粗~Iな Il‘5 ャ‘9 旦 、Y ら 1べず／ ｝ラオ＇オク‘‘ラブィー／てよ 1

f9 のyn糀応りォ｀七い． ftパ＂湯合（てド，f{l o 慕泥ゃ‘'[t v｀キぅtがい淡及（ほ’I -i 
l t-ｷ 4,,-,, c) で怜ー恥鋏光レtくオ- }ラそ｀‘1 7’ ラ 7 ヤヽ 4牙ぅ↑＇りャ‘ー／ 函乞ぐ＇疇い吠，べ飲＜戎

えしf濯介ぶ見らt‘. f<. 

以J:.ヽ、す¢寸戸0 5 か島戻も，l l< {1 叙質ふ 9 必f"'.JI\ s, 仔ゞ'7 I" り｀揮レ数もf, f尿チt
-t f"湯必され:b ｷ/, p遺材 n 社封知レによう 4＜鱈レか叩禾シず，｝ゥァ‘‘1 7‘'1 1 と 1-f化

・ v·~ 刹足t 1 シしドより /o 釈チ K 文矛希傘島県クレ↑粗J.... n tfl Iべつ、、マ伶象 2 店，t凡
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3828 繭角半玖マスー恥紐湛岱一次,,ャ汎卓で繋護餞炉ついて（皿）

叩浪狂洞‘応枡 Q ;)..,劣圭 亀本雄胆ー邸

国り］ 嗣屏ビスマスI~，瓶う分の憲料吐体として，｝に於埓刃~としてすぐれ戸酎貧丘
，輝之て\I\ ~。 昨，融伽恥，セれ這し＂ぽ渚い＾で＇あら,i'P‘りでなく，厨田
応パ珈澤佐麟研I：：：：出ず切不印彗叩麟如す訊頃ml t目非I炉有
培ヰて\t\さ o 判れ繕鴻融胴瑾心スマス這刈墳や和\?-つし＼て A知辮直
る立這払』紅rぶミ区洪う。 逍渚がな，叫玲＾対応ー環とし渇瑾ビスマス
一髯饂和：：：和t遺注い令瞑9二つい濯虹行な\A I 釦：：：忙樟応—祁n，元
直狂麟齢婆表会 (IH2.. ~) I 眈疇紐I5与~ (,,に，し）渾沿 l 在。今固
＼T, 古いてい＾ A紅裕如砧茜操 1::i.つし＼疇紅すか
直聡J ~決豆 1直祖％ tJ\も＾ 54茨町 L ，堵J計蘇雑颯lEL1, &-K Ul. ＾央枷奉合
叩叶しp。 一国直和 1ぴ叩RI い凶了す’'っ用い錆砥汀ぁぅ印恥で知約
n: ¥A t'«-..')l\-が加（叫心ふ嘩心，匂、マ這遠令 1浚い恥）しい＼しと
虚。 即恥， 1 ＼ Il わがう入葱鱈豆、知° C1 ア IVユ‘違い知森釦ti:, 4-ボv,
I J 1 五，叫り碕飯＼‘‘氏戸ち、為姐哀か l ず＇っ裸収 l z碑直怜配い叩（料
咋切的）口駅，←パ釦＼り渾こ（ K＝屯l3m、恥祀要督／ゞ応マス If叫＾砂
、モ脊息）と平ふ戸。

“遅＼苛砂旬？ゞ‘4協， u, 吐叫い令が—山 K値＾唆化心うすがり午珈逢L
乍恥 k値註‘ふ，沢ゃ得らか司韓瑾ゎ戸勲p木しに。 l旺Ollf ~ 1釘かl'...e；→
叫り（知頑飴f尋い B1,諄＼2 八か戸ヒ遠蕊ゎ可） ［ 5山→ Bi〕直芥の＂知‘｀和遭
立り，口li:f, A所パ紅水（s心→ Bi〕會（ Bi→一卜〕炉知＾象聴噂に値窪 3 。
刈 9菌トリ，平衛釦 k傷r-,痢那律表が玖マ対恥り遠様応遁叡｀柚小 1心 3 岱
和芯知うコと1>＼いで去う。 示 E ，谷祀素心勘呻 m 庄成釦由エネ＼し竿—(—年： ＆喝←

吋は） le.^ l知矢及観べ＇てみふヒ'-平？＼｀｀K→いも＾ゅ K1釦＼‘沢~ (I ti,'.L ¥.¥ t 11¥ I 否 k ／逢
叩心凶頃1mI‘衣よ入し 7A'' ,h'f>\ i。

NCL ・品 1 平衛1手 L紐＾ K信 （由゜c._)
k c.o..函 Ti v cr HI¥ Re C.o Ni屯ふ紐知 As. Se. Sr I ~3, _) 
函四◎◎◎ ⑨こ ャ h り1,祁

Rb $r Y ヌr Nし M? TC. Ru Rh pJ 桟 C.d l." 8II. ｧI, Te l トリ l叡項
回 回誓 盆〇△心凶入よぶ祖I遠い

“'B0.. 1-¥} Ta ずに Os h 1't Au 屯 T£ 祁 13• 1'o At I lk. 6-1~· I 

～イニ ム □這婆
Lo.. ~ 昧て‘訊ら＾ざ＇晶杓 1可汀碑＾"fl.. I含危骨ざ王ほかっ F 。

. 匡西灼 MoO；；ヽ wo；バい‘'壌祖 1:,.17吐戸
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3829 ..:::.,政｝窃砂—痕比べ＇い）炉和萩介私狂J `/n 私款

泳揺 矢烏疫没 。裟是行 矛祖累男

篠比べ｀＇1 リウム｛す絃も針亥ャゞ、釘＜，裁ヤ殺了吸収恢釘稜ャ‘l)ヽ,l.'ぷ m 係欲と材ってい 9
\l>で， 落［＜原子¥｝の成逹叶 反射材レレて P 必で・冗＜ / 名ヵミッ 7 愛核燃料，，ふffとしで

うえ日 3 忙てい力。 ぅ＂ら（す二疎｝ヒウチプー鍍犯べ｀ ’9’’ ウ＾系燃斜tj'(II穣今製:,¥戎精 9 祇

桜1/' "h t釧奢す令ン k t目的しレて，級比べ•’l りウ＾中，，該今製午也Jン↑私心 7‘‘
て甜尻レや。

もち 9‘ f遺比べ:'I 'l 1 ＾ク料 (m] 表，（く示すようド，托屎 h ょが、社度 2‘··正今 5 がる． ;::... 

釦りイプが、«屯度 1-t ”、f％，平肉釦互，｀／がy人下で h る．，

蔽｝ヒベ IJ,Iツ＾衿未（如れf） しへ蔽比ウカン松未（好0傘t)の恐今約と衣和 1 （暴中

乎肉粒私伊）

CH-A ヽヽ

CHプ’ 4Z  

Ct-A a ヽ

cr-9 az 

オヽ ` "’ ( rpm) 
．ぐヽ /^ ｷ" vg ァヽ 4/' 一ー、 ダれ

/99 ，， 0つ ヽ ス9 ^‘ /9 ヲ ’‘ 

同 上．

タタ石／0‘”’ ヽ わ 90 

石l 上

l 

骰子求～“”勺／ダZ· ダc) で

I頃）＂請々レ，献 hしべり＇）

ウ＾中t→挟今裂立汲 4勿t反

疵雑複レf：。 ン小拭材t

ょ 1 }月冷戻fレf"後、池か初

2 硝緩処理レマ／づ知とう、ランし済絣伶j:_ V fc 。 蔽 1ヒベ＇）りゥ＾ l"くわよ払‘`1 -t,}ンで
尤い，／ク゜¢ぐ． z 和輝煉レ，涙、秋妖和しf<. ンの妖料粉未しアJVミケぶ- },q,し

て 1 Iレミャ誓（＜消入 V 、 ン II 1 ゾ 11 / Iゞ 4 l-'̀xf l く 4‘ りf゜り令ん n 羞度上昇迅戻之｀、外叩疇 v

孔 払赦レfこ午と！シー／<} J /-tマ）V ミナ帝t流ルヵ精躾f lv っ‘‘アが1-.. I" st'マドラ 1 ア
イス Z‘ 冷祝レ仁喝迎炭｝ヵ、、9 7’キで逍項， 汲盾 v 払f<. l-ラ、・I 1ー lすぐ今ジ K I て臥株、ん／

五 °c やさ‘妖料＾如裁…いf•. 卯栽終f汲，斜料£ク、ソ了 IV lV‘`I 沢（こ 49 レ，逗痕比ナ

} I) ~ムてゞう“沢レ， 我漬す 1 ~ t- I 、ノー／i 3 L 謡｀象レf"'. }ラッフ゜↑衣身叶fし 1未 ✓/ プ 7`‘l吋

ィン矛 )vY媒スペ 7 ｝ロメ- 1,. で·滋）l 足しf口 企淡射能｛＜対する各｝ラ｀ァ 7＂，，淡針能 P

叫んトラ、•I 7゜ I" っし‘ての上昇温度ぐ·襄ll り芝直ぃ縦和 I" 没及t棧和 I" ？゜口、、I lーレて松炭
↑如誡由魯恨シ永‘めt=。

研試料。加緑肉派 l字／りが¢ (<, CK我糾 h 乏ド P Im  ーc h よび‘‘心·ぃ'I(J:..ド V゜夕 7 ji,.括 9

／パ姦'(...オ之‘、 P 印栽（ミよ↑會キセ）ン l• 乏がる 1＼灼パウ炒たよひ｀が勺”，，叶広敷する， ン 9 ::. K 

＼すヤセノンf7i狐荻（＜漱比べ．＇）りうム印p "屯物 vヽ 戎＼与レていると考えらがる。 ／矛／各

妖科い位戻によぅ互は終めらがff i, r こ

別iく／叔軒処“`咲叶のイク/))素珀印、製疹政切汲及fい· b‘•• そt }ンの口 I,
及l,f. "り慮 らふが‘I圧 °C か紗／ 1 (＜狂成イ 3 松殺 P 痣釦I'..- f._ :'f Iレ X‘ヽ- I" ついて採宕す,.
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3830 均ミッ 7潔料ぶl 荻敦い該今殺珂糸バ汀的茶勧

尿訊 沃長瑳佼 米足行 。滸11l-芥男

痕危ら 1す甘条北孝公，条 IJ-牙~ I" fl>いて、 7尺 n 稟、畔県i祀 k v f< ｷ 見f史チい射レtこ

遺いイシ／遠｝ヒう 1 、/ -、退、約混合物 h ぶが萩か製支戎窃レぃ紐｀4姜 v f{、節t疇
iカシレ 1< J: ↑私杖レf＜萩今製 4 ぅ素ぶ｀, /) h'活使がス芹泊応印 2‘＇⇔ ～ヽ戸 ’c ｛く如栽し

fく、ス的表面ド叱着す 1 。 ス） 1\:. 矛針＼よ遥専蛉えらひて V‘ うクぅ糸乙素で｀ lな芥＜ a ウル切

であ 3 。 J) とか;a "'n:,物 l中 3 ウ7,ヒう 1 プレ柩足, z.,·、~'?i.

床穀名（f, 1, も 7 V < } 7’’ ラァし悧い／瓜料t‘ら｝幻佼 v f；りうJ,I:::物ャ‘•‘瓶素と反灸J/

釦レ↑辞歿竹tへてづゥ素パ l: Tf＇ぅ過社t 1 ヤilしウ 1`/ 0 瀦災ぬ紐と 1位レてり“"良

絆慕 2・か名。 杉クミックがネ疫に亙漉レ r: 9 う表 1tヲぅ糸元柔、の約で移板す？ヽ↓，，~ V マ

的欣わ介マ＼｀ fくぶ‘I こf'- 11 沢験条材ャゞ紋衷ぞ｀ ff \‘fくり 3 ウi凶］ ＂知ヒレf＜舟＂と劣ぇ r、
、1 ｢ lt ffりffし＇。 ...t re 良恢の杉カミッ 7 螺料↑嶽逹痔 l C は吸羞緩素，芥ぷ烈ffと｀よ

ャ‘｀出i,狐裟レt< ~ 1 ~\;.物 0 蔽牝ゞ起？し房んらが力。 レf＜ャ‘'，て， 松枚レ 1 ：づう表北

いいか直碁 0 糾硝 lf重芋であ？。
げ，，多ク b イトJ‘. 1 1 n 漑爺t未'\°—~，ゞに糸す。 位直 n え冬抒介 lt， 石羨粉ネ (40~

クパ、1 己；””冗 知，遥烹加絵 I' よる〗免ク‘＇ス皮痩f及） し充域 v r:)q社，，¢ダ／長',

//0- かゎ羨婚 I 粗朴イ）ゾダ・ノがス如と紗星 9 初テフ。う一択｀／ 1゜之ある。 石廷落は匡l
示 v r如く紗ダ(~'滴 F わ↑＝り／”’‘C b‘ ら烹滋斗マ← 9 森良刃紀tも，マ外抑姐暴岱之‘'、勺 9,

~ l'/臼゜C- (<ャ疇げ足p 1五星（ゎ羨充涙刹直） （ C試料 5 正 3 ，板直，り 1< ?I?がりクがイ）レ・

ダソャ，，久t斗入す 3, }}‘＇勺叫t板星t稼約＼f ↓て 1 1 lV,9｀ンがス守 n 殺未、 9ド森気tヤ
令像k レf< 1麦如吠 A 疏素；禾 1-9 ('添叩{ 3 。 火（て石羨嗜げf足＂溢良勾紅t戸もって如
暴 v i f 4‘ カーポ°プ 1° 5 1"りレて粗．｛未サ‘＇スt、宙羞ヽ‘ら 1釦痰ぷ句 1< 痕す、

叩斗レレ＇マ{t'.::..級｝ヒウチー／レ氏奴、点肪t重岳比／ 'I か‘混俗レ［ベ,t, n / 1 f, TR, R -1 （謀
守役手束：~fx1{lら今芦C) とノぐ紆 lq痰鉗後／ f日）月一冷亥fレマ I利 v‘ fく， 添即妖、素航t ヽ/..

”‘”元 I'‘‘”筑， / r,, /n係と羨んゥし， 乏•がど·介ダ7 乞«ク＇C， 3クt， ズの‘ら／西 ·c /I! 1え星

l＜ヲり素↑舒払シ示すザー 1 b｀みら衿 9 ． 店 V - 7 1s iす氏'tる 3 ぅ未↑ ｝し矛枝沃足＾ r,

め、 3 ゥ永ー／i/シオベ｝V VF 乏づウJl::.-ウ 1 `/1 四 3 う｝とウうー／しっく 1 I ン n 訊料 2 前 3L

V fしぶ疹、レ司虞く如焦処痩レ， づゥ未ー／J I ＂況羞i五直t足める。 ~.'1釈／ii/ "'淡射化燃、

魚とカベルレf＜添如多ウ比ウクン 9浪射釦衷及がら石伝 9 7 ↑づぅ糸か＄色iヤ曾 b\ わt‘9,

／ぷ豆｛未サ‘ス化↑蔽未けが＇ス？ロマ＼ ？｀、ラ 7. ー［てよ 1 足量レ， 各炉- 7 （てクげ応する痕

素｛を凌11 足す 0 ， 呑炉- 1 1ー S:,, I 「 3 3 ゥ糸§・，酸糸屯ぶら 1ヒ牙岳紛的 1° 1 1';, 岳t足め
北多粍之次足 V <叔哀する。
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3831 a:放射体用フアイバーグラス製グロープポックスの試作

日本原子力研究所

放射化学研究室・葬設部設備課 〇渡一辺賢寿 富村和夫 松本初夫

“放射体を取扱うグロープボックスとして，筆者らの研究室では，これキで木製，また

は，金属性の所謂標準型（巾約 BOO, 奥行約 600, 高約 600mm, 前面傾斜約 45 °)·ポック

スを使用してきたが，プルトニウムの分離精製の過程で，これ咤でのボックスに収容し難

い大きさの装置，器具を用いる必要を生じたため，図 1 に示すようなボックスを試作し，

種々の性能試験を行った。ボックスの材料としては，強度，耐火性，耐薬品性，汚染除去

，および価格を考慮して，ポリエステル系合成樹脂の，fiberg lass reinforced. plastic 

(FR  P)  (図 2) を用いた。試作ボックスは，塩酸および四塩化炭素，ケロシン，ベン

ゼン等には異常なく，硝酸，過塩素酸，アルカリの使用にも耐えるが，硫酸，クロロホJレ

ム，アセトンに弱い。耐火性は，木製と金属性ボックスの中間である。エーテル 200 mi!, 

の火災に対して，ボックス本体に異常は認められなかつた。価格は木製品を若干上まわる

。現在，その成形法として，ポリエステルの特徴の発揮できる手積法忙よつているが，作

業が手加工であり，常温成形で，樹脂の硬化速度が遅く，作業能率の悪い欠，点がある。硬

化性の改善忙は，まだ問題があるが，これが改良されれば価格は，さらに下げられるもの

と考えちれ；；。 FRP ボッ、クスの特徴は，曲面を多くもつような特殊な形熊のものを，高

い強度で容易 vc, 且つ，安価に製作できみことである。なお，ボックスの試作匠伴い，工

アクイトドアおよびグロープリング等，部品の試作も行った。これは，将来グロープボッ

クスの各部品を標準化するこ).を目的としたものである。
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,'450 ロービンク・クロ・ス
• 500 ガラスマット
讐 450 ローピ：グクロ→（
••230 ヵ•'ラスクロー入

図 2 積層断面
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3B32 
7。JJふ。ラり）レクウンダーによみを痢l之枡Jい限滸

予噌花た．多呈 木訟抒考

天然iこ杓和［る C ー／i/- 4 初］危 li.“ヽ牙勺）L．払灰／こ尼如碍ゎ•J. l)-氾球窃咲的な研究
l こ Pllり、r 孔．精記'f則い！¢·怠とすみf易令があんため{ 4 限昴 1:'7 、｀ ［の如r~n, r こ，
反がf能 4 it荻ぷ I こ＇］いて（ふ長打炉叫f能 1“ あfl- If口視’lた絲 Iり］を長く 1 みこt I こょ，（

割え恢差 1 J.が経刀 I~ ばい〈うtもかにすみ：： tガヽて 3 み。 しかし訊材甘身みがた船•I能 I:,J'’

1 li I) 合がわ、ク視Ilえ I こj月いみ氣f手店‘］ ＜み 4C考町底fにお 1 「J7 1e] i幻秒IJ叉およJiい拘

項 4 表入．功）判’Iえオみf和·幻支｛に 3) 砕めいい杵屯｝屯 ＃）炉瑾戸丸とtをり炉t,)生
り'£··,1J I諷gヽ•あり現位枡危とあげてり<..t. 1 グ限界9‘みみこt I しりみ。

I) I:,J,, t (i化労り ·71又：'f f /IJ{J芦迎＜ fクこと[:..r..flJ．，J且印1J戻｛虚んと魚礼し）みよ

う 1:1~::. tか原理的 l河託t h み P‘•~ 1む洵復の；屁入 l こ＇］、'(1J j固々りに予｛和f I: ょJ

て男？てくみ。：：れり外 19. ifのffl tレ (CoユJ C叫 Cぬ｛履如9f t iみf易今を枕明 v.
空気 r ti/ co~ おふ払水j_\ I J 1.」/J‘・ス叱りトリデウム介り堺£述へみ．¢墳i t；ノ［ lJ. : iし，
うり§f埒 1/. た,fe"- I'一条名を{}しば除、手クみfJ‘. f易今 I こよりや7 (J.f ％程度i （り授差グ・尿 If]とば
み．:i) I こゾ＂ ( I i coみ，，tいいかJ a 材荻を屹Ir ク： t l: J. 1, 、{J-'1 1和·t.ロ印くす

れ（〈みといわれていみ、ヽ． 乙出，， I易幻•7 ¢日）b] り起馴荻 z· rf i•生曲燦 D' も痰 I こ営にし.,

刹戸能t riみ，こめ剃 lh] I ,r/)ウンダ—ti}条桟 (I、¢およひ 7£ グ劫合）嗜んとがわ； [. 

紀? 1 計紋り扶差 I噴叙誓 4 ふ履と人 3 < 1 ること 1 こよ］ネが度を L If` （ゆく：： t JJ‘(、手み，
3) I こ，］ " 2 /［特l·紅1 媒IJヽ試料気叶のチ純籾 I~ よりt••の程度，＂t j -1 r み 9‘ によ? ?, Itょ

み、 Co2 //J勘今 Ii力‘ば？細じ外多”を以て材斐£行ケ必象がみみよ） 1: 灼ぇり」しみが＇｀
c;J. Hュり瘍令IJ .2 ～履）況、留iこよみ精製（も炉直現）生か壻； iしみ。位屑戸棗戌料
釦和戸 l：依作りるため．＂ 4 史1t. I 二よ 7 て愛lえザ l: "/J iる―ーとと麦を、［る必・象が
ある、 J. fこ杵、庄曲浮の方四以今 I/. ／ウンダーが¢/IJ長い(i t棗l: 9) ヽ 1 こがみ 1加］かh み

ためーに絨t →戸<I),)、Jいものを＇］ ＜み： t !［もす 9‘ レくなみ。現釘い］レて、‘i 7｢ 
,:J) ;/)ウンクー 1( J 4レ／2 （ぷ 2. tJ L 9.J芦／199 //9佑· z•；局Jf:.ヽ，＂ 4 名応］·Lゎi-ひをた別応羨
姜且考房びIにの今＆'/:よみけ炭綬広名()、 2農以-r,こiク：と 1{ fJ‘ら‘？困雅t lJみ，
＃）の衣1}"k-·l虚｝む疇il)立り上み慮戸叩 1直£碁卑tレて幻ぅれるか、；外むり
灸もる /0~2 /J /I虚りi羨羞£ 1乎い、訂凜羞として I{ 沙みりi易含IJ.2~b. -{f.幻訊差 1:. な'

み。 まにあまり長刷 l心創もと行う湯今 I/ 弗l之オグi}姜支に IC よみ厄ガ外支 1じん房房；心＇
l [ ;(\..I t Iか＇うら'i l ·,以上勿£ } r+J羨差の校：打 I :より．現丘用い； itているJ° U ボ’／乃f Iレ‘
jJウンJーによJ,, Cー／＃ti)朔l／乞がJf,. z-ｷ I J該差i IJ,}久ガ、下fこすクこと（よ殆んじチ可能 l ：迩ぃニ

と．およひク＜グ幼合い％韮＜ q袂羞"‘.."幻梵9鳩炉fJ、叶 l こけ，， 7 て表｛，、みもq t 
席んウハ? :とが終衛とし（い).:: tガ‘[3 み。
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3833 電額雹肴：：：よ多パ線永の Iり潔

g禾杓、手が争業 刃f光 0、名本 I：：三哀F

1. 目的

以認ズペクf- /レ乙項’I 定すク券の訊料,-;.'；囃＜てクーて｀・わ§ ；とが必喀て••ある。 フ゜〇トア

クチーウム， 卜yウム、、 ウラシ牙，，天然 Iて存在すうび孜約係の虔合 1夕／ぷ、 こ、／＇字 9• 長庶令

て｀比放知資名がケ宮 L‘ のて．訊料，，序さ Z 滋当 /C I泉ち了がら街定/<茄矛 ’I <j'. ;i'f釣 ngともち．jL

っ口乾的、1ヽ⑰積のも，，，らf乍製＇する；と 14 非紫，-:: @ fヽレ 7 3 が 吃見ケ郎 /0 J: } "'か昴｛度

L' t，稔．われる。 禾史荻で 1な白食板J:;.に足啜帝そ~反ク鰭 I二［クを拾在言式？ナ ；れ，Z よって、：＇

1 へ、゜ク/- Iレt：阜芳王f乍裂'19 ；，，左召的しした。

2 実験

ウラン， トリウムについて 1が 1 1'• I＜号＜の籾培 9', 7 ざれて、，｝が オてる，秒砧によ；
ガ；広が 1魯れている；ンガ＇ケ？た n て＂， ; 4 ク；菟 1< ク， 9'/.. Iず祐千，，，彩言イ．らわ之， o( Z へ゜クI­

ル紐源として必序ヶ砕．！オと花討レた。ア―I? I- 1'クチーウム Iクつ 9 ，で 1# 奇？でに投’し，、祓与

11'―了ざれて，＇方，＇ヽて＇．，喀御澤夜，，，絃応とを 2’1くをえて；弓牧呑＇紗含~叛上 9二喝’易すi没，

裂羞縁 l!f出チ＇めた。

喀弩袴，~ I才、 9 年西炉によって秘各でわf／ク Iレも欲慕して紆 v, 9暑径 I＜ ／ばク 1'1 f叔
I< fした白含秤(I)，＄ヅ） £件）ぃ， こ hル乙石ーター、-,;· ? "1いて" /9の r戸もの．程度1.'憚抒ざやた。f念

砂/< ff/'、たク合叛 11-麻知合pクの彦埓が 2／芦祝，，tのて＇，隙峰面項問の診珈を約／0切んヒした、

誓；分に、キけ I,•‘I テyー多厨ぃ．喀滋伝虔 Iがえ砂I.9バ必とレた。 宮湿tー症砕所J:;.記の 1I点i子で

常気ク鰭i行った後ね金玩丘とリ少し，表．和£ア乞卜> 1· ；花クてか';, Iヽ＇ーナーて＇秀、私＃て

g傘丘 1l，，杞レ1..)(7..,た o

3. 抒屎し獲言1

j)虎綬 11阜件と屹，，f易令，，吹柔と表(<'系 1 ・。 ごの I直 Iな考液の炸釦作丘井戸移シンチレーうヲ

ンカウ；夕！つ｝ク；g,I定 L、憶少した。

ii)白命板姜厖，の杖能 I< J 7 ても結果が非像,~夏序 9 ;,:;.ガ＇阜り？た，長も努 1 ヽし,,.,, 11-、台

食．叛彦和を紐か，．荘チ 1' ヶク’雪く：どでわる。 ：，，定絞 1" I1 ，灼紗9メ、グンュのア／レミ＝ウム

彩まで‘ゲ 9‘―くのか＇ー危ぅ 1(L＇った。辞t'·差面乏免んぷf 1':> ~ 11-必らずしウククー 1 電名が起

りす＇あ？リ復い好晨と移 7 ガ｀った．

jii)ウラン 1 -:0/j,!•?レ1, I名佐 Iご示す知ぎす戎て｀• Iつの原f 1 で 1,t定身的 /0 砲羞す 3 シとが出柔ク。

ウランの線布とレ1, 11-ず 1",-:: o.,...,知；メ千の序ざか＇ヴクし、，; "'が¥リ，tい立＇この原でで、丸

ウラン／チ弓れ，、了子浙硬 "I乍，たジターヵ紐ぅみが 11 られる。

iV) /- 1/ウム ,1 吸＃ i'. J; 1 ク虔＜千いが，紺いるトクウム，，f ｣ o．で和炉度；X J:; f< 1 §どれチ

か特,~イ化千·する。 0,I亥の盾f力｀・招 9 し，、オ''; "',ff,f t'：は、／，面項で I が、 ズペクJ-- IV 緯涼とし

て，9, 孜豹fe /J’＾少fす手る c i旦し，を届 Y!,1- J.史て均一て＇｀力 3 。
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V) 7'P トアクナニウ"'· 1-=閉 1 3 だ諫，ですべ｀て 29ヤんと用，，て，硫社紅核芳戎，，，で 1テ．9 たが＇｀

駆I)#0 、 IN-IIC(Jス靡 o./N 布たか;7-· dJを為が＂ぞも牧孝が度がった。 こ＾う珍'" l-フて（名られヤ＜

訊｀料 11 祖羞砂しも度＜ 7'C,... アクナニウムdJスペ 7 卜 IV 拉； ；み．，， Ir~: す浅しして畜約と喀·われ

ぅ。

-VI) "I 1iｷ, ;;.れ箪f9 ゥれた紅l.r.の生常dJズヘ•7 r,、..., £褐，1定レ（今““ゲ｝必m戊伍ん＇と必んゅんりあ

,,, l a-}. J.ペ 7 /-- Iレだ阜方．レしtの（名秀夕t在祈レた．

元 景 電紺考液の紐成 ｀季屯．9 I；云Iル長呈2 訊料，，量 牧キ

ウラン（天然．） H必クが,.;zN, M吟NH“a叫 /f ’”AX/£ ,,.1~3m~ /9ヽ％

トリウム（坦該） H259‘”幻V、 吟I-／圧H＊Hの42‘:I.；I集Nたり} んれ心絃 a/ ゥ 炒

HクみヽIN9 )IfIー／レ えが9 ｢9 

フ＇叶アクチーウム H2.5ヽダ AINノ加9バ'H,. aIN /fヽクAヽ約名 ~9,/ゲ ク5

(23／和） グ 4 
' ” ク , 
' fI 

Hz5(Jが °,2N，れり1NH¢’・2II ヽ
ク

.rク

比 5ヽ¢ 0.ml, HCらNH“2,1 /I廓94 ' ヽ タ9

出 59, 、.IN, 1/CO.ュ肋位N
,, 

' ’ 

祐S’“ .2 N,1ICら Hヽ況H”“仏ヽぶ
, ヽ f3 

祐sp. 9.‘‘v. NII«ダ＃V ' f ヽヶ

1) ~ Ko 伽如如 A 屈／ ク2 (Ifダク）

Z) A、 E. ム訟年心¢ R.II、 HiYVZり伶辺企り知． Iヽ． Mウ・I“‘

刃丈井．あぶ狂承．ヽl:#. g斧 I点＃会来／夕年会謀壌
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3834 丘IC 入I\°り卜 0 メーダー 1：ょパ疇凶‘切の甚進的研免

企沢よ、差 0 ?及.l:.戸言心ん氣；登•石田広二，；酋月 4 

給み (1 電綽箱 L 波高J;,j:/1 忍によ＇）求わた人線のエネルキ｀’一人ベクト 1レと 几生 6') 今奇IL 今

町広t瑶合t. 1.. J-又針・i生核瑾の冷比，足呈t行う湯令の、そ l術り冬虔的な手言い認人庄研

克のif象ーとした。 !'.. (I之当面の目標と L'( 追森‘/t..位臼 1,てt棗人のあ 3 7゜口~ 1 7 f.::-ク

ムー 231 につ 1，ての今維注を咬討した。

1 足高位（＋ャンネIVが） t 1 名ルキー 1直との直，t泉町肉位につ II ての咬吋。しL―ml
u-2}4I 応231 虚ー210 (~17EF 紐恥用）の各 1 名 1レキ‘ーヒ. - 7 を利用．

2. ;皮高直の問砂．経日りずれり・栓吋 お•よび． u-贋 U-2}4 ，こオ且券す 3 合計紋直、の

史験 I司紋ヽ~ j: 3 支ず力と柑五りヒL氏。． 、を着ウラン棟恥A料を（史用。
3 於未拭糾t娩，，＂査さ（かさ）でス＼テンレス抜上に付忍ざピた喝令，忍沿火ょ｀I'3 ガ‘
紺い用，＇ rう赦上に楠’集した喝令．‘也羞絲直、た"'-. ~ラー箔で古，あ＇ったク易令芥，こっ，，て，

1 ネルギ｀ースヘO 'I~ IレJ)形仄の比絞応t. 1-たこのtうなカシi、む瓜，，ー（粉未］濯浪糾

になまれ 3 主庁,.J...i,ll_,H,j生核み免の立 1生., ~土の可紅I•生;f,,よび'4し枚（，り今紐：｛星択のための

和1 川も佼計 L f:.。

4 R C C J: 'I 入手 L た 3M 雄哉溶液心—231 を¢ N 叫， 0 1N 廿F にて絲如， B

紅上に狂し恙奇乾皿化叫1 It f:t d)、訴戟？ン£ 2,'7ム， 7 ，しつ／ ！レ名令t r/-I 
G tf)；象尺よ｀／紅令 1令極，＝咆着さt t t n ノニ叫t 1 ンガン名心.L 6;./Hは， o,I ,J H r;喚

収と L fしtり又 11 塩化 1 （しミニウム対加化シ．、イ｀／ 7,..f I レ IT トン ,o ょ点出， 6MH は， 0./ fl 

罪 Iこt送ふ江 l た；魚衣の極'y量広ステ：し 1 板_t IC 介収 L 差祭乾 l司伎よわかtたt¢?

算吃れもれについて』エ名 Iしギ｀—スヘ°りf-,..,り比較、お、よびrJ..ーシンテレーシ 3 ン計奴直d)

今紐棟作 1: t 3 度に 1ニ，，,,て佼討した。

5. ウラy (;r;~岐ゥぅ 2 ，レ）又 1コト＇）ウム □i政トリ・ウム） ｀tれいK ぇ～'f j I" 対（て

｢ ~/0 が｝のみーュ 3 / 1 令む'.,.,_i夜（：っ，，t /上社の化＇す (•9 紅li i人（＝岐 Iヒてンガ｀ →まi尤 I

又，T ゞイゾウ＂ヶ，ク・ケ I- ン柚生） K {小吃水ftフ r~ 必ノ~,条絆今のが一レンケ L、ーレ a

バロ人（正ぁ、よいェネ，レ干｀‘ースヘ・クト，レの 1応ぇ，：よ＇） ＆扶肘仕~協社社の合餅Jo] 1文松庄t

栓対（［~.

6. 以上活美d)揆甘／二よリ上庄の二今蔀法＆gll.今七／ 2 拉の天庄＇庁料料ーウぅーナイ I­
C uャ）ら｀ょぃ鳥取牝牛衡鉱J.、庄マン n＇ン扉 (HM) I' つ、，(. I.  p,,_ -.2 3 l の投‘出t桟｀壮

rs. 
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3B35 /2“Sb (lll），諄界杵ぶ電ば、と電秤令雄法

東火放冷学令f 私―；甫‘;::::..評 亜村す芳臭

幻t•I•生ァンテモン燐炭り水況釦も字に，J未紐次 1 奥寸、みみ問題がみみ． 1ず／え I1 Sb(J!i) -

叩） 1司i立ぇ素幻典反応！＇9） Sk(0)-Sb( J1J.)臭相 l司位む未交棲久羹 sb萩射・｝生トレーナー妥、iく
(J) 

り自然駁訊 sb(JiL)麦i{ ？ォー欽羞紐 Iくよみ芥射線連銭反応醸4もな．どを辛り’みことがて
、キん．市応萩打l生ァンf毛ン藩鬼，放訂比国係アンテモンィヒ令牧l ；疫絆した次なども

荻身す化学刃見池から，頑化択翡 済科介｝瑣状態をg月か（くなみように精製；汀わな'If. k 止．

し v、実験桔果：の角芹釈が国難とな＇み、、と力‘..; V̀ . 、‘ぐに放牙tf史ァンテt ：／っ電気ク舒Iくよる

“米ぅ碁i楚とし・て， IO -?M オーf‘―，心＄I,条汲ク趾＆和戸宦位を知杖り全喧往，フ”

ラスナ・ノ 7 電叩f'i］月し＇t茂1定し「追呆 Iくついて利告fみ
ゲ H 虚酸紅文，年全電地と使用し（国定桂来 9 -191 と図 1,: 示f． 2 0‘C ，室滋 I: Iｷ 

て，電羞逗疋戎，義吠：称出ず戎いす・れり決定太 9くよっても一 o. む夕～ーCJ.ず『ア（V'そ．f．

C, E.) の鴎和戸；雹拉電位を示し rく．ただレ電拉及広•I ズ {b （亙）一,, Sb(oJ <1み 9 I笥阜なも
の 1"/ifよく宵着速度輝{(考匂あが見られん．ま r< /0 勺<? 7 ソナこソ斎衣tり／滋媒

t釦•命令1くみ・する臨果称公電位 Iよーク．』？ ～ー Cl. 立ア（v-s. S. C. E.J ;f示アクで．

臼全 l令拉／（ Iよ／0 -f M くらし｀乱て、クオ寿溢汲いられば． ネJレン入卜り弐、まJJ./if."j易足 1 みよ

jば臨堺柑火宦位 1、 A んとしてJ •'. 

塩竣汲度 Iくよ h 析広

電位っ衿勤 11 本°ーラ口

グラプ・アソナtン涅

む知滋眩壌度依杵，f生

とよくー荻して\,'み．

すな•ゎぅる／塩頑で'14

力‘な＇りあ v・過電J1:... t必

平-.. i.,、 1 ．／祉版、ろ

る V I J人～‘;,/広顔

姦液がらク雹羞心嘉—レ

く困難であみ、、とが観

寮 3 れた．irl えば‘9

占ズ／ク―り1 Sb 濃度~

4 が虚岐て••,;[_ -2 //~ 

ーグ．ヽJアぅ臨界柑公

喧位とネJ') 1: クすし，

ホD ーラログ・クフィ

『$

2

 

ゅ
”

3
 
〇
況
I
C
J
f
グ

1
/
5
4
3
2
/

陰
極
放
射
能

x
 

！孔

霞解時間

Z孔
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＄も（亙） • S6 {o) 釦尤ゥ半双索往雹位 I i - 0. .2fア（匹＄，宍 E.) 1・みる．鴎和戸宦極を

位が1-,，，，ンストク入＇に従うもつと 1及定し＾も（::.. o. t I +ん 10) - (J.紅 含ーク．ぷ，ク．ぷ

ァ 9 過電 I云か屁i:t:.すみ、、と 1 くな＇ん． こ・qようダ過’電／1.はあ•も 1< # /,X 上っ滋戯珠浚とみ,v'

以下の虚恥あ及てアンナtン（亙）っ斉1全it乍ギ虔っ変比，非；；立仕 Iくよみもってみらうか‘‘

）放打 •I生ァンテ己ン凌沿t，且己祓化，危且表(ffJ"':}生虔 riと（くよみ、、とも舌定 1. 9キな‘し｀．

叩戸釦且 I釘］る紅験ぅ娃果を 1月"`, /2パ‘¢ z 令硯如、ら日全仮 1: 竺グ～数”佐

のアンテモン王電羞し， ：れt壌店蔽 I＜湛糾—し精肴製／えダ S& g ／含む令店頂絡辺，（ S£ 瑣：度

/0 -t yl ~/0 -IO M) 名つくんことが1."ぎf<．なぁ・：り／え”~i ＃屁版湛汲 Iくみ、グみアン

テ巳ンっ卦乙砥化炊年，邸堺杵点喧位，礎甕炭史依fiit，愈位祐翡ワfすみ虔立 I くつ:,マ

検討乎て｀・みみ

文献

I) 神原、9 大喝，心肱l,99 区ヽtt1/is 

(/”?)、 Cheヽ 4 、/Jo””C，吟札

竺 4I ? （／がI) ， 袢忍和4.、心ヽ今‘es z, //4 
J. A. c. .S.互，ん0 (/9 ヽ／）、乙2 、 9ナ (/9ク）

.2.)榊原， 放月7化学言ず玲公 (/”” 衣鴻｀，枚折化ク打珍令 (/9‘‘) 
J 

幻ケ化冬£ぇり（バグ）

3) 要紅，湛玖，松項， 汎 4と名月＇え坑核告且 349 (/9 ヽ↓）

な B 4b ，往＄““”シ）， ぶ，勺ヽI I叫：t.d.、I 吟．“―

和ea叫．立，ぶ仁（加）ヽげる『雑告ーゼダ／ （／9ヽり，ク 3心（／9/／）， 年り（／クん）

4)・み l,.o t, J．必；四．がys. 土？ // 7 (バね）

尾吟，覧、田立 ハイシンスキー：桂令落灼噴琺炭ク電気 4t冬（中央土板ね：）
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3836 リコイル原手によぅグリセロー）レのリン該ィヒぁ．ょム万スフキンイヒ

東魚・医・歯・大年 八木逹考
Univ. of California, LA A. A. Benson 

核反応によって生成寸 3 リコイル廂手 1ま培直の化考結令エネルギーよリ繹ぃリコイ Iレエ疇

ネルギー＆オ寺ってい 3 。•このようなリコイ lレ原手左利用して複雑な項枝紹ヒ合物＇：： c14 また 1 ま

）＼〇ゲン屯稲甑す 3 反応は数多く抽られてい;;l (1-3)。煙祇·リン化合拗たと之 1土＇リン酸も有

様化合物存在下 1こ巷沖‘)生う．照糾と行之 1ふ生武ォ;:, p32 の 1) コイ Iレエネル丹｀ーによって P立，り｀／
隊ェステ）レか得うれつとじ、）予想のもと 1こ，比蚊的構邊立1簡旱てしかも生イ豆掌的に重零な

グリセロー）しも逹心 ：：：：れとリン酸また I;):. リン疲塩d)：屁合物に熱中）生手照射も行った。放

射性生入物も 2 次元へ°ーハ゜ークロマトグラ Zー I：：より分析した締果，サ甘めの予想ーに反して

H茫0直〗よた 1よ引のグリセローJレエステ Iレほ得られなかった力ぐ， H茫03, H茫Qの l;t:かに．角

庶化合物としてはグリセロ亜リン竣 (CH20H-CHOH -CH2 -0四0凸）， 3- フォスフ¢ニコフロ八

ンジオー 1に1,2 (CH20H -CHOH -CH2 -P32 。凸） A. 仄宦認プさ以た。 サク地 1- フォスフォノグリセワー）しノ

(CH20H -CHOH -CH :c:::_(迫pa20凸） 方・ょぶ P泣＆含む C1,C,イし合物の存在が推定された。

・ 実験方法

リン酪また 1ま・屹の他ti)リンのオキシ縦とグリセロー）レの混合物を内径 1mm のポリエチし

ンチューフ．， 1:. 封入し，こいと化の寸、゜リエ レンチ―- -j・に入れて中淮 ~I) アクター中 1熱中涯

手 9、"寸も行う。條件 I ょ 1年／cm2/sec In a swimming pool-type reactor at the Pennsylvania State Unlverslty (at 25ー) 

また I;); 2x1011n/cm1/sec In the Argonaut 10kw reactor at the University of Callfornla,Los Angeles(at 40")てち a 。照射

斎の試叫遠•8 放星しt放射｀）生不純物も冷秤すつとp32 のみが放紺l釦司位元、全として旋出さ
れた。照卯奢試料 I:J:片のまま 2 次元へ°ーハ゜ークロて)..?‘・ラフィ―-i分紬した。 X—方伺として
1.-.1: Phenol -Water, Y -方旬 1-:. I註 Butanol-Proplonlc acid-Waterを嘴媒とし（4)' 口筑屎問乾煉夜偉法に従＼て

ラジオオートグラム E 取って放射1生イし合物のスポ゜ットと検土した。非放射 ·I生化合物の夜出

に 1太 Hanes and Isherwood (5)' のリン蔽~スフ゜レイシ去Ji,よ;,,i_'ジオー 1し検出用の Perlodate-Schlffスデレイシ去

も利用したし6)。

グ'I) セロ亜リン稼 l広 Carre\の方 L広（7) によって合成し、た。 3-7ォスフォノフo·ロペン v`- オー Iしー 1,2

1ｱ. Prof. Jensen よリ提供されたtのて Preis et. al. によ I) 合入されたもの·て＂お;, (8) 。、

直結果と租象
グリセロー II--;とリン殿（毛）しヒヒ 2:1) v昆合物~ 2x1011 n／皿13/sec にて 40B計間懇対しt：：試料をか欠

元へ°ーハ°ークロマトグラフィーて｀分離した放射性生八物のラジオ穴ートグ 7 ム~ Flg.11-:: 示す。
グリセロー）し：リン諒：水(3:1:2）， グ l）セロー）レ：叫P04(9:1），グリセロー，レ：亜リン酸（3:1), グリヒ

ロー，レ：次亜リン設：11( (3:1:4) 等の温合物に対し異ゥ角閉（4-40 時間）中 1坦手!5析厄行った場合も似、

たよ〉なクロマト'j. 7 ムさ得た。各放射 1生生放物は， 方販また 1まイ巳答合式、 1-::. .lって碍うれ／
た桃埠物復と共にクロマトグラム屯作リ，放釘I佳スぼ．y＇卜と呼色法によ 3 スホ゜＂／卜と力＼完
全 1：：一玖又す 2 ことを確認して固定した。 叶の絵果と Fig.1 あ，よ心TableI に示久
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生放物の一っ-i.'あるグリ也ロ

亜リン緞I本， 1伐温泉芹処理 1: よ

り疲化されてかグリセロリン頁支

(78%) と/3ーク9,) セロリン設(14%) ~ 

生じた。

リン酸(85% H3P04) のみ同條件下

の中性手、月刃付ず l j:,, 放釦性生六
物 I ま H炉04 の芥i‘あった。結晶

亜リ・／酸 H3P03 の場令 l~H茫Os(95%)

と HaP喰（5%) も悌t::.。 友亜 I) ：／甑

(50％迅POz) "7渇合~ H3P320i(60%) 

H茫03(40%) も得た。 このよう 1 こ，

りンのオキン誼自身の中 1生手旺

対生成板：：つい1. l";J..使の珂先者
逹璃長と一孜しかヽ~ (9) 。
化令物中のリン庇手ぷ熱中・t生

るを捕籟しpSl(n, 'Y )Pれの反応ぃ I; •よ

りp32 I こ 5 るとさ， p況ポ屯との化と

合物中に貨っている例とし(.'

リン顕，どロリン該， メタリン

跛（9)，三塩他 1) ン (10)等の倍I/ J;·知

られてし＼シ。吾々←の定．験にあ，し 1

て 1広挟奪しているグりセ D - /I.ｭ

の還元性のため敢力＜，釦t...,化

合物や冷．のグリヒロー IL誘斗鉢

が生叙しちものと表之汀豆．
文献 (1) J.E.Wlll紅d, Ann.Rev.Nｵcl.Scl. 3(1953)193 (rev;) (2) A.P.Wolf, ~10(1960)259 (rev,) (3) S.Oae et al, 

涼 13 回有微反廂咲杭言寸論会 (1962) (4) A.A'.Benson et.al. ~ 72(1950)1J10 (5) C:S.Hanes and F.A,!sherｷ 

wood,~ 164(1949)1107 (6) J.G.Buchanan et al.~.(1950)3162, J.Baddlley et al.~.(1956)2818. (7) P,Carre 
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Fig. 1. Radioautogram of the Neutron Activation Products. 

Table I Neutron Activation Products Separated on Paper 
Chromatograms and Their Derivatives. 

E1ectrophoretic 
Rf(a,b) Mobillty at pH 6 

lOO(standard) 
122 
129 

94 
81 
81 

罪0、
瞑03
瞑02

a-Glycerophosphorlc Acid 
1-Phosphonoglycerol 
(erythro-and threo-forms)} 
3-Phosphonopropanediol -1, 2 

Glycerophosphorous Acid 
芯゜sphlnicopropanediol-1,2 

"Ci" 

芦Remalningsc

(a) Phenol -Water Solvent 
(b) Butanol-Proplonlc acid-Water Solvent 
(c) この区分 ltI\°ー／e ークロマトグラフrてーは良全 1-:.Iが分囃 l 5 り

•c!"また 17- "C1"舒直体t含む数花ぶ／かJ:')松｝ヒ見ゎ収 a.

(14, 27) 
(27, 36) 
(49, 41) 

(28, 24) 
{ (26, 26) 
(30, 26) 
(28, 磁）

(45, 29) 
(44, 34) 

(40, 35) 
(58, 52) 

(60-90a) 

81 
81 

101 
111 

RIOaCthe 
Yield(%) 

゜19 土 5

11 士 3

゜2 士 1

4 士 1

゜9 士 2

3 土 2

3 ｱ 1 
5 士 1

over 40 

~133(1901)882 (8) S,Pre!s et al.~. 77(1955)6225 (9) T.R.Sato and H.H.S traln,~ 

Nu如~ Vienna, 1961,pp.504-516 (rev,), T.R,Sato et al. ~11 

(19~9)84 (10) P.K.Conn and R.E.He!n,~. 79(1957)60 
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3837 喜幅）月 14 トレー 1ーの試作

畔篠蛉研呪町 和本ほ疇り 。オ木惰—

I 概季

苔研究宝I よ放射能の特に届ぃ物惰例ぇ 1 利珈済燃料の化学及z.J里号 ｛の他お店（直勺
析等を行う¢介［あつて 太ゾト 九tラト］ーと呼 IJ収う。届灰身憚物俯も取扱濱 I こ．
屹の宝揺 1邑靱這して行う＇肴 I こ riリ 従つてコー IV I-｀で使 l用さ水る宝籾繹這麟
の放釦‘•1必母とさ □，。こ：て維生す 3 0)!1 '幻積宝のジュ＝ャーケープに内ばさよ d
迄福］札グイトレー/i -0試咋 1 こつヽ’t tあ3 。
IL 様造（宮偽参歴）
この）位置心 ＄社製り筋老｛立差ヵ船足装置も墓品｛ししたも0)て｀‘. シ'`;:z. ;::::.ャーケープに内梵

さ水 3, 1史I和：隆し乙 1 1-放約紅染h'''1汐然．＇的に起るも0)て そク稽勢り範与ガりケー 7'
叫援込れるもrf)ば出来る文サコ -1レドエリヤ I: ば＇水直 Iこしに即ちゲーブ内へのキ役
込み 11. 麟／ ；紅喘如｝スタラー等てあ 3 。これ考を手銹錮の木、／クJ.,.t._↓：取っ Itう。
このオックスば厖役号 1') 叩叶f t)祀；紅魯よ 91戎る下舒から出歪て\) ;;I.木ッ 7 ス」
にば L記0)外に尤咋l:flシ‘‘エゾトが九ん伽）面に．又佑もうン 7゜も取っサて 1刈卸0)記案が出釆
3 加：tJ.って 11 る。下舒の廃浪棺l こ 1 なじ・ーカー支碕は艮i.·底紐：：乞麻 I札ら';r;.. ｀／卜が取っォ

ら'11. 1., I J ai. 

皿作業祝1乍
作業勤1 'F- 11次の帷序で行われ 5。 (1 ］ エレベ＇ーター］一方へ S • ON, f..2] トングスによ

つて ビーガーを支砕伶に入れ 3 。 [3J エレヘ．.-7- 下

すへ S ON. (4] 剤脩濯置にすつてシ眉足伎］苅定終
負エレベーターとが S ｷ ON. (bJ 前部のツてミを
トン 7 ス r· 1 r o ゜騨（応液を麿液糟汀9 す〉 屈ザ
もしの位置に羞す。四庸Kコツ 7 這 l ）て危沢処理．
印エレヘーダー下が$ ON 。（↑］隙兒液エ｀ヒ"-1J
噂疇濯を行い［り］〔0 （り］戸鯰ぇす．伯］ t'’— 
かーをもとの位置Iこ甚し ジェソトにjつてピーガー等
O)K点を行う。 (Ill 排夜ば排交楕ょ I) 排液クレクヘ移す．
仰＇エレ-1·』ーター下方へ S ｷ o N. I甜垢時の東蒻へ追す
四性能 (s• スイ｀炒）
孟隔（ヒ0)改造I：よって分析l'汲l3'す魏度の尤ィbl 'J:謡め
られは I` • この複置を使っで裏用に住す 3 所が出束 3.
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